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世
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初
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ハ
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磯

貝

健

一

【
要
約
】
　
旧
ソ
連
東
洋
学
は
中
央
ア
ジ
ア
古
文
書
研
究
の
分
野
で
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
た
が
、
当
時
イ
ス
ラ
ム
法
学
研
究
に
制
約
が
与
え
ら
れ
て
い
た

た
め
に
、
そ
の
研
究
領
域
は
ワ
ク
フ
文
書
や
売
買
文
書
を
利
用
し
た
社
会
経
済
史
研
究
な
ど
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
。
ソ
連
邦
崩
壊
後
、
現
地
に
留
学

す
る
機
会
を
得
た
筆
者
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
中
央
古
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
幾
つ
か
の
文
書
を
実
見
し
、
研
究
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
本
稿

で
紹
介
す
る
死
地
蘇
生
文
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
筆
者
が
知
る
限
り
、
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
に
お
い
て
こ
の
種
の
文
書
が
過
去
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。
本
稿
で
は
、
研
究
者
の
あ
い
だ
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
史
料
を
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
と
と
も
に
紹
介
し
、
こ
れ
を
イ
ス
ラ
ム
法
学
の
視

点
か
ら
分
析
す
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
死
地
蘇
生
文
書
が
、
当
時
の
法
と
現
実
の
相
関
関
係
を
き
わ
め
て
具
体
的
に
映
し
出
す
第
一
級
の
史
料
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
二
巻
二
号
　
一
九
九
九
年
三
月

1
　
は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
を
起
こ
す
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
扱
わ
れ
る
文
書
を
筆
者
が
研
究
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
一
九
九
五

年
一
〇
月
よ
り
一
九
九
八
年
三
月
に
い
た
る
ま
で
の
お
よ
そ
二
年
半
に
わ
た
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
首
都
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
留
学

す
る
機
会
を
得
た
。
筆
者
が
現
地
で
所
属
し
た
研
究
機
関
は
同
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
鼠
弱
慧
麸
円
b
」
o
需
。
囚
。
零
掴
書
類
訟

〉
頃
℃
望
ω
で
あ
る
。
こ
の
二
年
半
に
わ
た
る
留
学
期
間
中
、
筆
者
の
事
実
上
の
指
導
教
官
と
し
て
研
究
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
同
研
究
所
の
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研
究
員
ジ
ュ
ラ
ー
エ
ワ
リ
鎖
葵
壱
器
ロ
d
p
女
史
で
あ
っ
た
。
＝
ハ
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
の
ワ
ク
フ
文
書
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
女
史
の
指
導
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
、
筆
者
は
自
身
に
と
っ
て
は
未
知
の
分
野
で
あ
っ
た
古
文
書
研
究
の
世
界
に
さ
さ
や
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ジ
ュ
ラ
ー
エ
ワ
女
史
は
同
研
究
所
に
駈
蔵
さ
れ
る
古
文
書
の
整
理
・
研
究
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
同
共
和
国
中
央
古
文
書
館

員
。
電
位
員
臣
ぴ
轟
門
0
2
智
讐
円
じ
。
①
臣
ぴ
轟
〉
嘆
鵠
℃
《
ω
で
も
史
料
の
収
集
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
い
き
さ
つ
に
よ
り
、
筆
者
は
本
稿
で
紹

介
す
る
死
地
蘇
生
文
書
の
存
在
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
古
文
書
館
で
は
ワ
ク
フ
文
書
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
の
文
書
を
筆
者

が
死
地
蘇
生
文
書
に
同
定
し
得
た
の
は
、
筆
者
が
以
前
発
表
し
た
論
考
に
於
い
て
た
ま
た
ま
死
地
蘇
生
に
つ
き
言
及
す
る
機
会
が
あ
っ
た
た
め

　
　
②

で
あ
る
。
本
文
書
は
一
七
世
紀
の
始
め
、
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
朝
の
イ
マ
ー
ム
・
ク
リ
・
ハ
ー
ン
ぎ
倒
ヨ
O
巳
団
図
げ
ぎ
（
一
〇
鱒
O
一
α
一
＼
一
①
一
ト
⊃
1
鼻
ト
り
）
の
治

世
中
に
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ビ
！
・
ア
タ
リ
ク
・
ト
ル
コ
マ
ン
℃
曙
寒
畠
b
d
↓
》
藍
だ
↓
郎
時
ヨ
似
p
な
る
ア
ミ
ー
ル
が
行
っ
た
死
地
蘇
生
忌
昼
げ
竪

　
　
③

臼
簿
≦
鋒
を
記
録
し
た
文
書
で
あ
る
。
筆
者
が
こ
の
文
書
に
興
味
を
示
す
と
、
ジ
ュ
ラ
ー
エ
ワ
女
史
は
筆
者
に
そ
の
本
格
的
な
研
究
を
勧
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
う
し
て
筆
者
は
本
稿
で
扱
う
死
地
蘇
生
文
書
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
文
書
の
実
物
を
見
る
た
め
女
史
と
と
も
に
中
央
古
文
書
館
へ
と
赴
い
た
筆
者
は
、
本
文
書
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
も
う
一
通

の
文
書
の
存
在
を
偶
然
知
る
こ
と
に
な
る
。
件
の
死
地
蘇
生
文
書
の
後
半
部
に
は
、
こ
の
蘇
生
事
業
実
行
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
く
だ
り
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
事
業
の
目
的
は
蘇
生
者
で
あ
る
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
自
身
が
ブ
ハ
ラ
に
建
設
し
た
、
集
会
モ
ス
ク
と
マ

ド
ラ
サ
を
維
持
す
る
た
め
の
ワ
ク
フ
物
件
を
生
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
書
は
あ
く
ま
で
こ
の
死
地
蘇
生
事
業
が
合
法
的
に

遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
す
る
文
書
で
あ
り
、
ワ
ク
フ
文
書
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
文
書
は
書
式
の
上
で
も
ワ
ク
フ
文
書
と
し
て
の
体
裁
を
と

　
　
　
　
⑤

っ
て
い
な
い
。
と
な
れ
ば
、
当
然
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
を
ワ
ー
キ
フ
（
ワ
ク
フ
設
定
者
）
と
す
る
ワ
ク
フ
文
書
が
別
個
に
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
問
館
を
訪
れ
た
際
、
そ
こ
に
所
蔵
さ
れ
る
ワ
ク
フ
文
書
の
カ
タ
ロ
グ
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
ま
さ
に
そ
の
ワ
ク
フ

文
書
が
同
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
通
の
文
書
が
、
当
時
の
ア
ミ
ー
ル
層
の
活
動
で
あ
る
と
か
、
彼
等
が
社
会
に
対
し
て
行
使
し
得
た
影
響
力
な
ど
を
知
る
う
え
で
貴
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重
な
手
掛
り
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
件
の
文
書
を
利
用
し
得
る
研
究
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
い
ず
れ
こ
れ

ら
二
通
の
文
書
を
利
用
し
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
の
活
動
を
当
時
の
歴
史
的
文
脈
の
な
か
に
位
置
付
け
る
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

業
を
行
う
つ
も
り
で
い
る
。

　
本
稿
で
は
そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
死
地
蘇
生
文
書
と
死
地
蘇
生
と
い
う
行
為
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
主
に
法
律
的
観
点
か
ら
考
察
し
て
ゆ
く

が
、
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
研
究
者
の
間
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
死
地
蘇
生
文
書
と
い
う
史
料
を
、
テ
キ
ス
ト
の
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
日
本
語
訳
を
呈
示
し
な
が
ら
具
体
的
に
紹
介
し
て
ゆ
く
。
次
い
で
、
当
時
の
中
央
ア
ジ
ア
地
域
で
圧
倒
的
優
勢
を
保
持
し
て
い
た
ハ
ナ
フ

ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
の
見
地
か
ら
こ
の
文
書
の
内
容
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
一
七
世
紀
初
頭
の
中
央
ア
ジ
ア
で
、
現
実
の
問
題
を
処
理
す

る
に
あ
た
り
イ
ス
ラ
ム
法
が
如
何
に
運
用
さ
れ
た
か
、
即
ち
イ
ス
ラ
ム
法
の
現
実
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
の
死
地
蘇
生
事
業
の
場
合
を

例
に
と
っ
て
検
証
し
て
み
た
い
。
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∈
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想
像
　
～
九
九
〇

久
保
　
～
九
九
七

間
野
　
一
九
六
九

間
野
　
一
九
九
八

i
窪
ぎ
N
§
・
鳶
ミ
舞
蔑
ヒ
U
贋
書
ミ
か
ら
恥
ミ
簿
霜
㍗

寒
馬
N
簿
ヘ
ー
扁
、
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
撫
、
四
三
、
一
九

九
五
年
、
一
－
二
〇
頁

岩
武
昭
男
「
テ
ィ
ム
！
ル
朝
ア
ミ
ー
ル
の
ワ
ク
フ
の
～
事

例
ー
ヤ
ズ
ド
に
お
け
る
チ
ャ
タ
マ
ー
ク
・
シ
ャ
ー
ミ
ー

の
ワ
ク
フ
に
つ
い
て
一
」
、
隅
善
南
ア
ジ
ア
研
究
臨
、
一
二

二
、
　
一
九
九
〇
年
、
五
六
－
八
○
頁

久
保
｝
之
「
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
と
そ
の
後
ー
テ
ィ
ム
ー
ル

朝
の
政
府
・
宮
廷
と
中
央
ア
ジ
ア
の
輝
き
一
」
、
噸
岩
波

講
座
　
世
界
歴
史
一
一
　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
統
合
九

…
一
六
世
紀
駈
、
～
九
九
七
年
、
一
四
七
－
一
七
六
頁

間
野
英
二
「
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
社
会
」
、
『
岩
波
講
座
　
世

田
雀
歴
史
八
』
、
　
一
九
山
ハ
九
年
、
　
二
九
五
－
一
二
二
山
ハ
頁

間
野
英
工
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究
　
猛
　
訳
注
嚇
、

京
都
、
一
九
九
八
年

①
本
稿
で
紹
介
す
る
文
書
の
研
究
の
ほ
か
、
現
在
筆
者
は
ジ
ュ
ラ
ー
エ
ワ
女
史
、

お
よ
び
現
地
の
文
化
財
修
復
研
究
所
立
国
。
醤
目
黒
℃
o
自
ρ
・
ロ
・
℃
鹿
卜
圃
℃
望
も
。
に
所
属
す

る
ネ
ク
ラ
ー
ソ
フ
団
．
鎖
①
四
窓
o
o
器
女
史
と
共
に
、
同
じ
く
中
央
古
文
書
館
所
蔵
の

別
の
ワ
ク
フ
文
書
の
研
究
に
も
取
り
紐
ん
で
い
る
。
員
門
〉
℃
望
辞
曾
■
ω
N
F
o
閏
．
押

。
掴
．
巨
費
お
よ
び
聯
帯
〉
℃
く
F
号
．
旨
伊
。
戸
お
①
戸
壱
．
い
い
も
と
い
う
番
号
が
付

さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
一
六
世
紀
末
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
i
二

世
配
下
の
ア
ミ
ー
ル
で
あ
る
ク
ル
・
バ
バ
・
キ
ョ
ケ
ル
タ
シ
ュ
O
巳
切
讐
似

囚
⇔
ξ
冨
』
。
げ
が
、
自
分
で
ブ
ハ
ラ
に
建
造
し
た
マ
ド
ラ
サ
に
み
ず
か
ら
設
定
し
た
ワ

ク
フ
を
扱
う
も
の
で
、
ジ
ュ
ラ
ー
エ
ワ
女
史
が
以
前
か
ら
研
究
対
象
と
し
て
い
た
史

料
で
あ
る
。
筆
者
ら
が
こ
れ
ま
で
あ
げ
て
き
た
成
果
の
一
部
は
、
U
甘
鑓
Φ
話
卸

謝
。
α
q
蝕
お
り
刈
と
し
て
漁
戸
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
は
一
九
九
八
年
六
月
二
〇

日
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
平
語
文
化
研
究
所
に
お
い
て
、
コ
六
世

紀
末
ブ
ハ
ラ
の
マ
ド
ラ
サ
の
図
書
館
へ
の
寄
進
図
書
目
録
i
ク
ル
・
バ
バ
・
ク
ケ

リ
タ
シ
ュ
・
マ
ド
ラ
サ
の
ワ
ク
フ
文
書
よ
り
一
心
（
咽
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
民

族
」
の
創
出
に
関
す
る
総
合
的
研
究
輪
）
と
題
す
る
研
究
発
表
を
行
い
、
こ
の
文
書

の
概
要
と
、
文
書
に
収
め
ら
れ
る
マ
ド
ラ
サ
へ
の
箒
進
図
書
臼
録
に
つ
い
て
簡
単
な

紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

｝
方
、
礒
本
と
現
地
の
研
究
機
関
同
士
で
古
文
書
研
究
を
行
う
動
き
も
で
て
き
て
い

る
。
京
都
外
国
語
大
学
の
堀
川
徹
教
授
の
尽
力
に
よ
り
、
同
大
学
と
現
地
の
東
洋
学

研
究
所
と
の
間
で
『
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
　
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
カ
ー
デ

ィ
i
文
書
カ
タ
ロ
グ
臨
と
題
さ
れ
た
目
録
再
版
の
た
め
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目

下
進
行
中
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
筆
者
と
ジ
ュ
ラ
ー
エ
ワ
女
史
も
こ
の
企
画
に
参
加

し
て
い
る
。

②
磯
貝
一
九
九
五
。

③
ご
く
単
純
に
い
う
な
ら
ば
死
地
蘇
生
と
は
荒
蕪
地
の
開
墾
の
こ
と
で
あ
り
、
開

墾
の
後
、
開
墾
者
は
こ
の
土
地
を
私
有
財
慶
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
尚
、
詳
細
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

④
筆
者
に
こ
の
文
書
の
存
在
を
教
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
貴
重
な
史
料
を
使
嗣
す

る
こ
と
を
こ
こ
ろ
よ
く
了
承
し
て
く
だ
さ
っ
た
ジ
ュ
ラ
ー
エ
ワ
女
史
に
、
こ
こ
で
改

め
て
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
。

⑤
但
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
死
地
蘇
生
文
書
は
末
尾
を
欠
く
断
片
で
あ
り
、

こ
れ
が
ワ
ク
フ
文
書
と
し
て
の
書
式
を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
ま
で

は
で
き
な
い
。
当
時
の
ワ
ク
フ
文
書
が
如
何
な
る
書
式
を
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
、
本
章
注
①
で
触
れ
た
員
胃
〉
ω
P
ω
嫌
み
お
よ
び
忍
男
〉
呂
ω
占
1
い
軌
、
O
に
つ
い
て

の
共
同
研
究
が
論
文
化
さ
れ
た
際
に
詳
し
く
触
れ
る
つ
も
り
で
い
る
。

⑥
蘇
生
者
で
あ
る
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
の
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か
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
調
査
段
階
に
あ
る
。
こ
れ
ら
二
通
の
文
書
か

ら
知
ら
れ
る
の
は
、
彼
の
父
親
の
名
前
と
、
彼
が
ト
ル
コ
マ
ン
部
族
出
身
の
ア
ミ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
朝
初
期
に
つ
い
て
の
基
本
史
料
で

あ
る
ゆ
聾
『
旺
－
〉
。
。
困
騨
に
は
当
時
の
著
名
な
ア
ミ
ー
ル
達
の
列
伝
が
収
め
ら
れ
て
い

る
が
［
ゆ
口
げ
「
鋤
一
1
》
ω
国
頭
凪
　
　
一
ト
⊃
心
p
I
一
ト
δ
①
び
w
卜
。
刈
刈
げ
1
邸
c
o
①
9
．
沁
⑩
O
げ
一
ω
O
駆
げ
］
、
そ
の
な
か

に
彼
の
名
は
見
え
な
い
。
尚
、
鋒
o
O
げ
Φ
曽
Φ
《
回
り
。
。
ω
は
、
こ
の
列
伝
部
分
を
主
要

史
料
と
し
て
当
時
の
ア
ミ
ー
ル
層
の
在
り
方
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
時
代

も
地
域
も
異
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
テ
ィ
ム
…
ル
患
害
の
ヤ
ズ
ド
に
お
け
る
ア

ミ
ー
ル
の
ワ
ク
フ
設
定
行
為
を
分
析
し
た
、
岩
武
一
九
九
〇
も
事
例
研
究
と
し
て
参

考
に
な
る
。

⑦
少
な
く
と
も
、
ブ
ハ
ラ
・
ハ
ー
ン
国
期
中
央
ア
ジ
ア
の
土
地
制
度
研
究
で
名
高

い
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
イ
ー
モ
フ
は
こ
の
文
書
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
は
こ
れ
を
ワ
ク
フ
文
書
と
す
る
［
＞
0
起
τ
p
夢
δ
ご
コ
6
ひ
鎗
0
8
一
”
P
N
ひ
己
。
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
文
臼
後
半
田
で
は
死
地
蘇
生
の
目
的
が
ワ
ク
フ
物
件
の
生
成

に
あ
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
こ
と
が
本
文
書
を
ワ
ク
フ
文

書
と
す
る
誤
解
を
生
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

皿

二
巻
の
巻
物
と
そ
の
内
容

一七世紀初頭ブハラの死地蘇生文書について（磯貝）

　
さ
て
、
栢
互
に
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
上
述
の
死
地
蘇
生
文
書
と
ワ
ク
フ
文
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
骨
ω
N
ω
“
o
戸
譜
Φ
蓼
×
や
目
餐
お
よ
び
号

ω
P
翻
。
頃
．
ド
。
淵
・
×
℃
・
刈
と
い
う
ナ
ン
バ
ー
を
付
さ
れ
た
別
々
の
巻
物
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
巻
物
も
問
題
の
文
書
の
ほ
か
こ
れ
に

付
随
す
る
様
々
な
文
書
を
そ
の
な
か
に
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
物
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
両
者
の
作
成
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

情
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
伝
達
の
媒
体
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
巻
物
の
信
頼
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
煽
門
〉
℃
《
ρ
脅
ω
8
る
閏
」
る
淵
．
老
・
H
盆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
中
央
古
文
書
館
所
蔵
。
死
地
蘇
生
文
書
と
こ
れ
に
付
随
す
る
フ
ァ
ト
ワ
i
文
書
を
収
め
、
末
尾
を
欠
い
て
い
る
。

使
用
言
語
は
ペ
ル
シ
ア
語
だ
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
典
籍
の
原
文
引
用
が
必
要
と
な
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
典
拠
引
用
部
分
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ア

ラ
ビ
ア
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
現
存
す
る
死
地
蘇
生
文
書
本
体
の
テ
キ
ス
ト
は
六
一
行
で
、
こ
の
う
ち
二
六
行
目
ま
で
が
本
来
の
死
地
蘇
生
文
書
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
二
七
行
目
以
降
は
死
地
蘇
生
事
業
遂
行
の
際
に
生
起
し
た
出
来
事
を
説
話
風
に
記
し
た
も
の
で
、
二
六
行
目
ま
で
と
は
明
ら
か
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な
対
照
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
冒
頭
か
ら
二
六
貫
目
ま
で
を
前
半
部
、
二
七
番
目
以
降
を
後
半
部
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
文
書
に
記
さ
れ
る
死
地
蘇
生
が
法
律
上
完
了
し
た
の
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
三
年
第
ニ
ラ
ビ
ー
ウ
月
一
日
（
預
暦
一
六
一
四
年
五
月
一
．
一

日
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
巻
物
右
余
白
部
に
は
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
が
併
記
さ
れ
る
が
、
二
名
の
ム
フ
テ
ィ
ー
が
提
出
し
た
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
は
、
各
々
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇

二
五
年
（
匹
暦
～
六
一
六
年
一
月
二
〇
日
－
一
六
一
七
年
一
月
八
日
）
の
日
付
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
死
地
蘇
生
文
書
本
体
の
筆
跡
と
フ
ァ
ト
ワ
i

文
書
の
そ
れ
と
は
互
い
に
酷
似
し
て
お
り
、
巻
物
全
体
が
　
入
の
人
物
に
よ
り
筆
記
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
尚
、
こ
の
巻
物
に
記
さ
れ
る

ペ
ル
シ
ア
語
テ
キ
ス
ト
の
原
文
と
そ
の
日
本
語
訳
は
第
四
章
に
て
呈
示
す
る
。
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②
摺
門
〉
℃
＜
辞
曾
い
β
o
口
」
＞
g
「
考
。
刈

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
中
央
古
文
書
館
所
蔵
。
ワ
ク
フ
文
書
と
こ
れ
に
付
随
す
る
様
々
な
文
書
を
収
め
る
。
テ
キ
ス
ト
各
行
の
宋
尾
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
欠
け
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
も
の
の
、
巻
物
自
体
に
大
き
な
欠
落
部
分
は
存
在
し
な
い
。
使
用
言
語
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文

書
典
拠
引
用
部
分
の
ほ
か
一
部
の
定
型
表
現
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
以
下
に
、
こ
の
巻
物
の
構
成
を
示
す
。

回
　
ワ
ク
フ
文
書
本
体

　
こ
の
巻
物
の
中
心
を
な
す
文
書
で
、
冒
頭
か
ら
始
ま
っ
て
二
〇
六
行
目
ま
で
を
占
め
る
。
ワ
ー
キ
フ
は
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ビ
i
・
ア
タ
リ
ク
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ワ
ク
フ
対
象
物
件
は
ブ
ハ
ラ
の
ア
ル
ク
南
西
方
向
に
隣
接
す
る
彼
自
身
が
建
造
し
た
集
会
モ
ス
ク
と
マ
ド
ラ
サ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
件
の
死

地
蘇
生
事
業
に
よ
っ
て
蘇
生
さ
れ
た
土
地
は
、
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
で
は
ワ
ク
フ
物
件
リ
ス
ト
の
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
買
同
〉
ω
N
い
一
で
刈
一
一
．

＄
ふ
。
。
】
。
こ
の
ワ
ク
フ
設
定
が
法
律
上
完
了
し
た
の
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
四
年
（
西
暦
一
六
～
五
年
～
月
三
一
日
一
一
六
｝
六
年
一
月
一
九
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
こ
と
で
、
そ
の
手
続
き
に
あ
た
っ
た
の
は
カ
ー
デ
ィ
i
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ベ
グ
◎
鯛
曾
下
目
H
鼠
b
d
畠
σ
q
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
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㈲
　
ワ
ク
フ
文
書
補
…
遺
…
1

　
二
〇
七
～
二
一
六
行
目
ま
で
を
占
め
る
。
ワ
ー
キ
フ
で
あ
る
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ビ
i
・
ア
タ
リ
ク
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
シ
ャ
ー
ヴ
ダ
ー
ル
・
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ウ
マ
ン
二
日
習
－
一
ω
訂
毒
言
H
に
も
小
規
模
な
モ
ス
ク
を
建
造
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
モ
ス
ク
で
就
労
す
る
イ
マ
ー
ム
等
の
俸
給
も
ワ

ク
フ
文
書
本
体
（
文
書
㈲
）
に
記
さ
れ
る
一
連
の
ワ
ク
フ
物
件
の
収
益
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
ご
と

に
俸
給
額
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
文
書
に
は
B
付
の
記
載
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
⑦

㈲
　
擬
似
訴
訟
文
書
1
1

　
二
一
七
～
二
三
〇
行
目
を
占
め
る
。
内
容
は
、
　
連
の
ワ
ク
フ
物
件
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
と
さ
れ
る
ナ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー
ッ
ジ
ー
客
鋤
鐸
掴
餌
嘗

　
　
　
⑧

な
る
人
物
が
、
こ
れ
を
自
分
の
私
有
財
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
ド
ゥ
ー
ス
ト
・
ム
ハ
ン
マ
ド
∪
劃
肉
蝿
島
簿
ヨ
ヨ
巴
な
る
人
物
を
相
手
取
っ
て

起
こ
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
前
述
の
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ベ
グ
が
原
告
の
主
張
を
支
持
し
つ
つ
、
問
題
の
財
産
が
ワ
ク
フ
財
産
で
あ

る
旨
の
判
決
を
提
出
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
決
が
提
出
さ
れ
た
の
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
四
年
ズ
ー
・
ル
・
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二
八
日
（
西

暦
一
六
一
六
年
一
月
～
八
日
）
で
あ
る
。

ω
　
擬
似
訴
訟
文
書
1
2

　
二
三
一
～
二
四
六
行
目
を
占
め
る
。
こ
こ
で
は
、
擬
似
訴
訟
文
書
…
1
（
文
書
回
）
で
扱
わ
れ
る
訴
訟
と
は
逆
に
、
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
で
あ
る

ナ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー
ッ
ジ
ー
が
被
告
と
な
る
。
内
容
は
、
一
連
の
ワ
ク
フ
物
件
が
自
分
の
私
有
財
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
サ
ー
デ
ィ
ク
0
鯛
餅
ρ

な
る
人
物
が
、
ナ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー
ッ
ジ
ー
を
梢
手
取
っ
て
起
こ
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
こ
の
訴
訟
を
担
当
し
た
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ

ド
．
ア
ー
リ
フ
ζ
昌
鋤
ヨ
白
身
．
》
昧
が
擬
似
訴
訟
文
書
1
1
（
文
書
㈲
）
に
記
さ
れ
る
判
決
は
万
人
に
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
物
件

が
ワ
ク
フ
財
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
被
告
側
の
言
い
分
を
認
め
る
判
決
を
提
出
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
決
が
提
出
さ
れ
た
の
は
ヒ
ジ
ュ

ラ
暦
一
〇
二
四
年
ズ
i
・
ル
・
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
（
西
暦
＝
登
五
年
＝
耳
二
二
日
－
一
六
＝
照
年
一
月
～
九
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。

回
　
フ
ァ
ト
ワ
1
文
書
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擬
似
訴
訟
文
書
1
2
（
文
書
ω
）
に
記
さ
れ
る
判
決
の
正
当
性
を
支
持
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
で
、
巻
物
下
方
の
右
余
白
部
に
付
記
さ
れ
た
も
の
。

フ
ァ
ト
ワ
ー
を
提
出
し
た
ム
フ
テ
ィ
ー
は
二
名
で
、
そ
の
う
ち
の
一
方
は
問
題
の
判
決
を
提
出
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
リ
フ
当
人
で
あ
る
。

も
う
一
方
の
ム
フ
テ
ィ
ー
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
ζ
餌
冨
導
ヨ
巴
倒
蕊
鋤
着
が
提
出
し
た
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二

五
年
（
西
暦
一
六
一
六
年
一
月
二
〇
日
…
＝
ハ
～
七
年
一
月
八
日
）
の
臼
付
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

ω
　
ワ
ク
フ
文
書
補
遺
1
2

　
フ
ァ
ト
ワ
i
文
書
（
文
書
㈲
）
の
上
方
、
同
じ
く
巻
物
の
右
余
白
部
に
付
記
さ
れ
た
も
の
。
ワ
ク
フ
文
書
本
体
（
文
書
㈲
）
に
記
さ
れ
る
～
連

の
ワ
ク
フ
物
件
へ
の
追
加
物
件
～
点
、
お
よ
び
ワ
ク
フ
文
書
補
遺
…
1
（
文
書
㈲
）
に
記
さ
れ
る
シ
ャ
ー
ヴ
ダ
ー
ル
・
ト
ゥ
マ
ン
の
モ
ス
ク
に

て
就
労
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
俸
給
授
与
規
程
へ
の
追
加
規
程
一
件
を
収
め
る
。
尚
、
こ
の
文
書
に
は
日
付
の
記
載
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
員
門
》
旨
ω
占
為
に
は
以
上
六
点
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
そ
れ
ら
を
現
地
で
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
全
て
が
明
ら
か
に
同

～
の
筆
跡
で
書
き
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
筆
跡
は
死
地
蘇
生
文
書
が
収
め
ら
れ
る
上
述
の
燦
門
〉
旨
ω
占
ム
茸
の
そ
れ
と
も
酷
似
し

て
お
り
、
二
巻
の
巻
物
（
員
り
》
ω
N
ω
点
も
と
員
り
〉
旨
い
1
同
ー
ド
衰
）
は
そ
も
そ
も
同
一
人
物
の
手
に
よ
り
筆
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
巻
物
の
材
料
に
用
い
ら
れ
た
紙
も
ま
た
岡
種
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
二
巻
の
巻
物
が
同
じ
時
期
に
～
括
し
て
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
二
巻
の
巻
物
の
作
成
過
程
で
あ
る
。
死
地
蘇
生
文
書
の
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
鋼
同
》
旨
ω
占
山
止
が
文

書
の
原
本
で
あ
る
の
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
巻
物
自
体
の
作
成
過
程
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
二
巻
の
巻
物
に
収
め
ら
れ
る
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
法
的
手
続
き
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
実
際
に
行

わ
れ
た
期
間
は
足
掛
け
三
年
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
三
年
第
ニ
ラ
ビ
ー
ウ
月
一
日
に
死
地
蘇
生
が
完
了
し
、
次
い
で
、

ワ
ク
フ
設
定
が
完
了
す
る
の
が
ヒ
ジ
ュ
ラ
二
一
〇
二
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
二
度
の
擬
似
訴
訟
（
文
書
㈲
ω
）
は
ワ
ク
フ
設
定
が
既
に
完
了
し
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て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
な
の
で
、
ワ
ク
フ
設
定
に
要
す
る
手
続
き
は
、
少
な
く
と
も
最
初
の
訴
訟
へ
の
判
決
が
提
出
さ
れ
た
同
年

ズ
ー
・
ル
・
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二
八
日
以
前
に
は
完
了
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
死
地
蘇
生
の
法
的
有
効
性
を
支
持
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
と
、

擬
似
訴
訟
文
書
一
2
（
文
書
ω
）
に
記
さ
れ
る
判
決
を
支
持
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
（
文
書
回
）
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
翌
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
五
年

　
　
　
　
　
　
⑩

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
死
地
蘇
生
と
ワ
ク
フ
設
定
、
お
よ
び
訴
訟
に
お
け
る
判
決
の
提
出
や
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
提
出
と
い
う
手
続
き
に
際
し
て
は
、
そ
の
た
び

ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
一
連
の
文
書
の
原
本
は
足
掛
け
三
年
に
わ
た
り
一
通
ず
つ
作
成

さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
収
め
る
二
巻
の
巻
物
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
同
時
期
に
一
括
し
て
作
成
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
。
と
な
れ
ば
、
巻
物
に
収
め
ら
れ
た
文
書
は
原
本
で
は
な
く
謄
本
で
あ
る
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
二
巻
の
巻
物

は
、
死
地
蘇
生
と
ワ
ク
フ
設
定
に
か
か
わ
る
文
書
群
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
に
纏
め
た
コ
ピ
ー
の
集
成
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
コ
ピ
ー
の
集
成
で
あ
る
こ
れ
ら
二
巻
の
巻
物
は
い
つ
作
成
さ
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
重
要
な
手
掛
り
と
な
る
の
が
、
ワ
ク
フ
文
書

本
体
（
文
書
回
）
末
尾
に
捺
さ
れ
た
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ベ
グ
の
印
章
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
人
物
は
件
の
ワ
ク
フ

設
定
を
実
際
に
担
当
し
た
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
物
の
印
章
が
捺
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ワ
ク
フ
文
書
を
収
め
る
鋼
門
〉
旨
ω
1
一
－
刈
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
連
の
原
本
の
作
成
か
ら
せ
い
ぜ
い
数
年
の
後
に
作
ら
れ
た
コ
ピ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
巻
の
巻
物
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
死
地
蘇
生
文
書
を
収
め
る
員
同
》
ω
N
ω
ム
占
奪
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
一
方
、
双
方
の
巻
物
に
含
ま
れ
る
も

っ
と
も
新
し
い
日
付
は
、
二
通
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
に
添
え
ら
れ
た
ヒ
ジ
ュ
ラ
魚
心
〇
二
五
年
（
西
暦
一
六
一
六
年
一
月
掛
〇
日
－
一
六
～
七
年
一

月
入
日
）
と
い
う
日
付
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
を
も
っ
て
二
つ
の
巻
物
の
作
成
年
代
の
上
限
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
死
地
蘇
生
文
書
の
テ
キ
ス
ト
を
今
に
伝
え
る
員
門
〉
ω
P
ω
ム
占
奪
は
謄
本
で
は
あ
る
が
原
本
の
作
成
か
ら
時
を
経
ず
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
信
頼
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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①
筆
者
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
中
央
古
文
書
館
の
了
解
を
得
て
、
こ
れ
ら
二

　
巻
の
巻
物
の
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。
勿
論
、
筆
者
は
現
地
滞
在
中

　
に
双
方
の
実
物
を
目
に
す
る
機
会
も
得
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
中
央
古
文
轡
館
で

　
作
業
を
行
っ
た
の
が
筆
者
が
帰
国
す
る
間
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
巻
物
の
寸

　
法
計
測
、
そ
こ
に
捺
さ
れ
た
印
章
の
銘
の
解
読
等
、
本
来
古
文
書
を
扱
う
上
で
必

　
要
不
可
欠
な
作
業
を
行
う
た
め
の
時
間
的
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

　
以
下
に
記
す
各
々
の
巻
物
に
関
す
る
叙
述
は
、
現
在
筆
者
の
手
元
に
あ
る
ゼ
ロ
ッ

　
ク
ス
・
コ
ピ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て

　
お
く
。

②
フ
ァ
ト
ワ
ー
｛
讐
鼠
と
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
法
律
相
談
に
対
し
て
法
学
者
が
提

　
出
す
る
意
毘
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
提
出
す
る
に
は
、
各
法
学
派
毎
に

　
定
め
ら
れ
た
資
格
認
定
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
資
格
を
有

　
す
る
者
は
ム
フ
テ
ィ
ー
露
¢
｛
笥
と
呼
ば
れ
る
。
具
体
的
な
フ
ァ
ト
ワ
i
提
塒
規
程

　
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
で
は
な
く
、
シ

　
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
の
そ
れ
を
扱
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
愛
宕
一
九
九
二
が
参
考
に

　
な
る
。
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
と
は
、
こ
う
し
た
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
記
録
す
る
文
書
に
ほ

　
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
書
式
に
つ
い
て
は
第
四
章
注
⑭
を
参
照
の
こ
と
。

③
周
知
の
よ
う
に
ア
ラ
ビ
ア
文
字
は
右
か
ら
左
へ
と
書
き
進
め
ら
れ
る
が
、
崩
し

　
字
で
あ
る
ナ
ス
タ
リ
ー
ク
体
等
の
書
体
で
書
か
れ
た
巻
物
の
場
合
、
改
行
を
な
る

　
べ
く
先
送
り
し
て
無
理
や
り
行
末
に
多
く
の
語
を
詰
め
込
む
．
傾
向
が
あ
り
、
一
行

　
の
う
ち
に
収
ま
り
き
れ
な
か
っ
た
語
が
行
宋
尾
か
ら
左
斜
め
上
方
向
へ
と
続
け
て

　
筆
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
巻
物
と
い
う
形
態
に
於
い
て
は
そ
も
そ

　
も
左
の
余
白
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
巻
物
の
中
心
を
な
す

　
文
書
本
文
へ
の
挿
入
語
句
や
、
こ
れ
に
付
随
す
る
別
の
様
々
な
文
書
の
類
は
概
し

　
て
右
余
白
部
分
に
書
き
足
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
巻
物
は
そ
の
末
尾
部

　
分
か
ら
巻
き
始
め
ら
れ
て
、
先
頭
部
分
が
巻
き
終
わ
り
の
箇
所
と
な
る
。
こ
う
し

　
た
巻
物
が
数
百
年
に
わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
る
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
常
に
外

　
側
に
晒
さ
れ
る
巻
物
の
左
右
の
端
と
先
頭
部
分
と
が
も
っ
と
も
破
損
し
や
す
く
な

　
る
。
と
こ
ろ
で
左
右
の
端
が
破
損
す
る
場
合
、
右
端
に
つ
い
て
は
こ
こ
が
余
白
部

　
分
と
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
影
響
が
及
ぶ
こ

　
と
は
比
較
的
少
な
い
。
逆
に
左
端
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
余
白
部
分
が
設
定
さ
れ

　
る
こ
と
が
少
な
く
、
大
抵
の
場
合
、
巻
物
左
鍋
に
い
た
る
ま
で
が
文
字
で
埋
め
ら

　
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
テ
キ
ス
ト
へ
の
影
響
を
免
れ
得
な
い
。
従
っ

　
て
、
巻
物
状
の
文
書
で
は
、
テ
キ
ス
ト
開
始
部
と
各
行
の
末
尾
部
分
が
欠
落
す
る

　
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。

④
こ
の
モ
ス
ク
は
、
一
八
世
紀
前
半
を
扱
う
年
代
記
の
叙
述
中
に
も
登
場
す
る

　
［
∩
o
攣
目
畠
這
透
p
い
呂
。

⑤
少
な
く
と
も
　
六
世
紀
宋
以
降
の
ブ
ハ
ラ
で
作
成
さ
れ
た
ワ
ク
フ
文
書
に
は
、

　
ワ
ク
フ
設
定
を
確
定
さ
せ
る
文
型
に
共
通
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ワ
ー

　
キ
フ
が
一
旦
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
（
ワ
ク
フ
財
産
の
管
財
入
）
に
引
き
渡
し
た
ワ
ク
フ

　
財
産
を
自
己
の
占
有
下
に
戻
そ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
カ
ー
デ
ィ
ー
が
ワ
ー
キ
フ

　
の
主
張
を
否
定
し
て
、
ワ
ク
フ
設
定
が
有
効
で
あ
り
、
か
つ
ワ
ク
フ
財
産
を
自
己

　
の
占
天
下
に
戻
す
こ
と
が
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
旨
の
判
決
を
提
出
す
る
、
と
い

　
う
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
定
型
化
さ
れ
た
文
言
と
し
て
当
時
の
ワ
ク
フ
文
書
に
記
さ

　
れ
る
こ
の
訴
訟
劇
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
～

　
連
の
文
雷
は
、
ワ
ク
フ
文
書
本
体
（
文
書
㈲
）
で
は
一
九
八
～
二
〇
四
行
目
に
現

　
れ
て
お
り
、
本
稿
第
一
章
注
①
で
触
れ
た
一
六
世
紀
末
の
月
門
〉
呂
ω
1
学
一
に
は

　
一
二
三
一
一
二
九
行
目
に
同
様
の
文
言
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
チ
ェ
ホ
ー
ヴ

　
ィ
ッ
チ
と
ヴ
ィ
リ
ダ
ー
ノ
ワ
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
た
～
七
世
紀
末
の
ワ
ク
フ
文
書

　
で
も
、
テ
キ
ス
ト
の
八
六
～
九
〇
行
目
に
こ
の
文
言
が
見
え
て
い
る
門
畷
。
×
畠
順
凄

　
知
ゆ
震
頻
毘
畠
m
6
刈
O
o
．
N
N
い
嗣
。
要
す
る
に
、
カ
ー
デ
ィ
ー
こ
ミ
ー
ル
ザ
ー
・

　
ベ
グ
と
は
、
こ
の
擬
似
訴
訟
に
お
い
て
形
式
的
な
判
決
を
提
出
し
、
ワ
ク
フ
設
定
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を
確
定
さ
せ
た
入
物
な
の
で
あ
る
。

⑥
サ
マ
ル
カ
ン
ド
南
方
に
位
置
す
る
、
同
都
市
の
ト
ゥ
マ
ン
の
一
つ
［
間
野
一
九

　
九
八
、
九
三
頁
　
削
性
悪
。
昌
長
這
刈
ω
o
．
o
。
ひ
］
。
ブ
ハ
ラ
・
ハ
ー
ン
硫
気
に
は
、
複

　
数
の
門
付
属
地
経
過
ヨ
謬
」
を
有
す
る
「
都
市
韻
書
紘
を
単
位
と
し
て
、
～
大

　
行
政
管
区
で
あ
る
門
地
域
鼠
㌶
恩
礁
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、

　
行
政
用
語
と
し
て
の
「
ト
ゥ
マ
ン
扁
の
意
味
に
つ
い
て
は
O
o
7
δ
麟
。
ご
」
一
〇
轟
。
。
ρ

　
一
法
占
を
参
照
の
こ
と
。

⑦
一
六
世
紀
宋
以
降
の
ブ
ハ
ラ
で
作
成
さ
れ
た
ワ
ク
フ
文
無
に
は
、
ワ
ク
フ
設
定

　
完
了
直
後
の
日
付
を
も
つ
、
完
全
に
定
型
化
さ
れ
た
二
通
の
訴
訟
文
書
が
添
付
さ

　
れ
る
場
合
が
多
い
。
二
通
の
う
ち
一
通
目
は
、
ワ
ク
フ
財
産
を
占
有
し
た
う
え
こ

　
れ
を
自
己
の
私
有
財
産
と
主
張
す
る
第
　
二
者
を
相
手
取
っ
て
、
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
が

　
起
こ
す
訴
訟
を
扱
う
。
こ
の
場
合
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
例
外
な
く
原
告
の
ム
タ
ワ
ッ

　
リ
ー
の
主
張
を
認
め
、
問
題
の
財
産
が
ワ
ク
フ
財
産
で
あ
る
旨
の
判
決
を
下
す
。

　
尚
、
こ
の
判
決
の
提
幽
は
、
ワ
ク
フ
文
書
本
体
に
お
い
て
ワ
ク
フ
設
定
を
確
定
さ

　
せ
た
カ
ー
デ
ィ
ー
が
担
当
す
る
。
次
い
で
二
通
目
は
、
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
が
管
理
す

　
る
ワ
ク
フ
財
産
を
自
己
の
私
有
財
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
第
三
者
が
、
ム
タ
ワ
ッ

　
リ
ー
を
相
手
取
っ
て
起
こ
す
訴
訟
を
扱
う
。
こ
の
場
合
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
例
外
な

　
く
原
告
の
第
三
者
の
主
張
を
退
け
、
問
題
の
財
産
が
ワ
ク
フ
財
産
で
あ
る
旨
の
一

　
白
目
の
文
書
に
記
さ
れ
る
判
決
は
、
万
人
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
と
の
判
決
を
下

　
す
。
尚
、
こ
の
判
決
の
提
出
に
は
、
最
初
の
判
決
を
下
し
た
カ
ー
デ
ィ
！
と
は
別

　
の
カ
ー
デ
ィ
ー
が
あ
た
る
。
二
度
に
わ
た
る
訴
訟
沙
汰
が
こ
れ
ま
た
フ
ィ
ク
シ
ョ

　
ン
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
文
書
回
ω
と
内
容
も
書
式
も
ほ
ぼ
同
　
の
二
通

　
の
訴
訟
文
書
が
員
門
〉
ω
P
ω
ム
ム
で
は
一
四
八
～
六
六
行
目
に
、
鵡
川
畠
蚤
飴

　
U
⇒
鶏
螢
9
。
き
じ
5
曽
這
刈
O
で
は
テ
キ
ス
ト
の
九
二
～
一
〇
五
品
目
［
畷
。
蓉
q
σ
｝
罎
簿

　
ご
ご
霞
叢
器
。
器
一
〇
刈
O
ρ
旨
い
ム
］
に
そ
れ
ぞ
れ
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
さ
て
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
に
お
い
て
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
｝
旦
自

　
分
が
提
出
し
た
覇
決
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ず
、
別
の
カ
ー
デ
ィ
ー
が
こ
の
判

　
決
を
破
棄
で
き
る
の
も
、
こ
れ
が
コ
ー
ラ
ン
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
、
イ
ジ
ュ
マ
ー
と
い

　
つ
た
イ
ス
ラ
ム
法
の
基
本
的
法
源
に
矛
盾
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
［
ω
o
訂
。
探

　
一
〇
①
湛
や
一
〇
①
］
。
問
題
の
訴
訟
文
書
は
、
一
通
自
が
件
の
財
塵
が
ワ
ク
フ
財
産
の

　
範
購
に
属
す
る
旨
の
判
決
を
、
二
丁
目
が
こ
の
判
決
が
万
人
に
適
用
さ
れ
る
旨
の

　
判
決
を
、
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
歴
代
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
が
こ
れ
ら

　
二
通
の
文
書
の
原
本
な
い
し
謄
本
を
保
管
し
て
い
る
限
り
、
第
三
者
が
ワ
ク
フ
財

　
灌
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
前
者
と
法
廷
で
争
う
こ
と
は
、
理
論
上
ほ
ぼ
不
可
能
と

　
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
逓
の
訴
訟
文
書
は
将
来
予
想
さ
れ
る
不
当
な

　
訴
訟
か
ら
ワ
ク
フ
財
産
を
保
護
す
る
臼
的
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
｝

　
方
で
こ
の
こ
と
は
、
第
三
者
が
形
の
う
え
で
は
あ
く
ま
で
合
法
な
訴
訟
を
通
じ
て

　
ワ
ク
フ
財
魔
を
略
取
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

⑧
ワ
ク
フ
文
書
本
体
（
文
書
㈲
）
一
六
三
～
七
行
匿
で
は
、
こ
の
ワ
ク
フ
の
ム
タ

　
ワ
ッ
リ
ー
に
は
ワ
ー
キ
フ
で
あ
る
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
自
身
が
就
任

　
し
、
彼
の
死
後
は
そ
の
子
孫
が
代
々
こ
の
職
を
襲
う
雷
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
二

　
度
の
擬
似
訴
訟
へ
の
判
決
は
、
ワ
ク
フ
設
定
が
完
了
し
た
の
と
同
じ
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

　
一
〇
二
四
年
に
提
娼
さ
れ
て
い
る
が
、
判
決
を
記
す
文
書
㈲
㈲
の
文
面
に
は
、

　
ワ
ー
キ
フ
が
故
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
形
容
表
現
が
見
あ
た
ら
ず
、
こ
の
と
き

　
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
が
既
に
死
亡
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
仮
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ナ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー
ッ
ジ
ー
が
少
な
く
と

　
も
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
の
子
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
［
貝
門
〉

　
ω
N
ω
占
も
一
圏
．
鎗
O
占
O
］
。
要
す
る
に
、
ナ
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー
ッ
ジ
ー
が
ム
タ
ワ
ッ

　
リ
ー
で
あ
る
と
す
る
記
述
は
、
そ
れ
自
体
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
実
態

　
は
擬
似
的
な
も
の
と
は
い
え
、
形
式
上
は
あ
く
ま
で
合
法
な
こ
れ
ら
二
件
の
訴
訟

　
の
場
に
、
な
ぜ
こ
う
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

　
い
ま
の
と
こ
ろ
適
当
な
解
釈
が
見
つ
か
ら
ず
に
い
る
。
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⑨
一
方
、
少
な
く
と
も
死
地
蘇
生
文
書
と
ワ
ク
フ
文
書
本
体
（
文
書
同
）
に
つ
い

　
て
は
起
草
者
自
体
が
同
一
入
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
当
時

　
の
磐
主
で
あ
る
イ
マ
ー
ム
・
ク
り
・
ハ
ー
ン
を
賞
賛
す
る
際
に
、
双
方
の
文
書
で

　
ま
っ
た
く
同
　
の
頒
詩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
貰
弓
〉
ω
N
甲
で
ご
困

　
ω
↑
い
”
員
男
〉
ω
8
ム
占
盆
F
竃
］
。
も
し
も
こ
れ
が
起
草
者
本
証
の
作
品
で
あ

　
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
文
薔
は
同
じ
人
物
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
但
し
、
当
時
こ
の
頒
詩
が
君
主
を
賞
賛
す
る
際
に
～
般
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
な

　
の
で
あ
れ
ば
、
二
つ
の
文
書
の
起
草
者
は
必
ず
し
も
同
一
入
物
で
あ
る
必
要
は
な

　
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
丁
が
当
時
～
般
に
贋
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま

　
た
は
そ
う
で
な
い
の
か
、
残
念
な
が
ら
筆
者
は
こ
の
点
に
関
し
て
知
識
を
持
た
な

　
い
。

　
ち
な
み
に
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
あ
っ
て
は
イ
ン
シ
ャ
ー
ぎ
ω
薮
、
作
品
と
呼
ば
れ

　
る
書
簡
や
文
書
の
典
範
が
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
各
時

　
代
・
地
域
ご
と
に
こ
の
分
野
に
属
す
る
多
く
の
作
品
が
著
さ
れ
て
い
る

　
画
図
。
Φ
日
①
H
一
⑩
器
署
高
山
£
。
従
っ
て
、
同
晴
代
に
作
成
さ
れ
た
文
書
が
比
喩

　
表
現
に
い
た
る
ま
で
酷
似
す
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
使
用
語
彙
や
文
体

　
の
み
か
ら
複
数
の
文
書
の
作
者
が
同
一
で
あ
る
と
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑩
日
付
を
欠
い
た
　
逼
の
ワ
ク
フ
文
書
補
遺
（
文
書
㈲
ω
）
で
扱
わ
れ
る
手
続
き

　
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
い
つ
実
行
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

⑪
と
こ
ろ
で
、
こ
の
印
章
に
は
コ
〇
二
四
」
と
い
う
数
字
が
彫
り
込
ま
れ
て
い

　
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
「
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
一
一
四
年
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
マ
ッ
チ
ェ
ス
ニ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実
は
印
章
に
彫
ら
れ
た
年
が
具

体
的
に
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
未
だ
定
説
が
な
い

［
《
o
O
7
①
旨
Φ
呪
縛
Φ
緯
署
」
刈
O
∴
］
。
マ
ッ
チ
ェ
ス
ニ
ー
は
印
に
刻
さ
れ
た
年

が
示
す
も
の
と
し
て
、
一
、
印
章
の
所
持
者
が
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
職
掌
に
任
命
さ

れ
た
年
、
二
、
印
章
そ
の
も
の
が
製
作
さ
れ
た
年
、
三
、
文
書
に
印
章
が
捺
さ
れ

た
年
、
と
い
う
三
つ
の
可
能
性
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
三
番
目
の
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
こ
の
巻
物
の
存
在
自
体
が
こ
れ
を
否
定
す
る
決
定
的
な
証
拠
と
な
る
。

同
時
期
に
一
括
し
て
作
成
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
巻
物
に
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
五
年

提
韻
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
以
上
、
巻
物
の
作
成
年
代
が
こ
れ
よ
り

遡
る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
問
題
の
印
章
に
は
コ
〇
二
四
」
と
彫
ら
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
巻
物
に
印
章
が
捺
さ
れ
た
年
を
示
す
こ
と
は
有
り
得
な
い
。

一
方
、
筆
者
は
留
学
中
に
現
地
で
様
々
な
古
文
書
に
接
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ

の
際
、
同
一
人
物
が
複
数
の
文
書
で
異
な
る
印
章
を
使
い
分
け
て
い
る
例
に
出
会

っ
た
。
こ
の
場
合
、
印
章
に
刻
ま
れ
た
銘
そ
の
も
の
に
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
単
に
印
章
の
形
状
や
大
き
さ
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

事
実
は
様
々
に
解
釈
さ
れ
得
る
だ
ろ
う
が
、
当
時
一
部
の
人
々
が
印
章
そ
れ
自
体

を
装
飾
品
と
し
て
捉
え
、
一
生
涯
の
間
に
複
数
の
印
章
の
製
作
を
発
注
し
て
い
た

と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ら
ば
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た

数
字
は
製
作
者
で
あ
る
出
入
が
作
品
の
製
作
年
を
自
ら
刻
し
た
も
の
、
な
い
し
は

発
注
者
で
あ
る
印
章
の
所
持
者
が
そ
れ
を
特
に
刻
ま
せ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
よ

り
妥
当
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
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皿
　
死
地
蘇
生
と
は
何
か

次
章
で
は
死
地
蘇
生
文
書
お
よ
び
こ
れ
に
付
随
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
の
テ
キ
ス
ト
を
、
そ
の
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
と
日
本
語
訳
の
双
方
に
よ
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り
呈
示
す
る
が
、
そ
の
ま
え
に
ハ
ナ
フ
ィ
L
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
の
見
解
に
従
い
な
が
ら
、
死
地
蘇
生
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
こ
こ
で
一
通
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

説
明
を
加
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
死
地
蘇
生
が
、
旦
一
体
的
に
は
荒
蕪
地
を
耕
地
に
転
化
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
も
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
行
為
を
法
律

面
か
ら
定
義
し
て
お
く
が
、
法
律
面
か
ら
は
、
死
地
蘇
生
と
は
用
益
と
所
有
権
が
と
も
に
存
在
し
な
い
土
地
に
、
新
た
に
そ
の
両
者
を
生
成
す

る
行
為
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
死
地
蘇
生
が
如
何
な
る
過
程
を
経
て
実
行
さ
れ
、
ど
の
時
点
で
こ
れ
が
完
了
す
る
か
に

あ
る
が
、
以
下
こ
の
こ
と
に
つ
き
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。

　
死
地
蘇
生
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
第
一
に
蘇
生
の
対
象
と
さ
れ
る
土
地
が
「
死
地
導
鋤
≦
鋒
扁
で
あ
る
と
法
的
に
認
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
に
お
け
る
死
地
認
定
の
指
標
は
、
用
益
の
不
在
と
所
有
権
の
不
在
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
五
章
・
で
述
べ
る
。

　
件
の
土
地
が
死
地
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
こ
の
土
地
の
蘇
生
を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
死
地
蘇
生
を
有
効
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
土
地
に
加
え
た
行
為
が
「
蘇
生
桂
愚
、
」
で
あ
る
と
法
的
に
認
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
が
蘇
生
と
認
め
る

行
為
は
複
数
存
在
す
る
が
、
こ
の
う
ち
も
っ
と
も
～
般
的
な
も
の
が
運
河
の
開
削
に
よ
る
蘇
生
対
象
地
の
灌
概
で
あ
る
。
土
地
に
加
え
た
行
為

が
蘇
生
と
認
定
さ
れ
た
段
階
で
、
こ
の
土
地
に
は
用
益
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
蘇
生
行
為
が
完
了
す
る
と
、
こ
の
土
地
に
は
蘇
生
者
の
所
有
権
が
設
定
さ
れ
た
う
え
で
ウ
シ
ュ
ル
．
多
聞
と
呼

ば
れ
る
十
分
の
一
献
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
件
の
土
地
に
は
用
益
と
所
有
権
の
双
方
が
薪
た
に
生
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
死
地

蘇
生
は
完
了
す
る
の
で
あ
る
。

　
①
本
章
の
叙
述
は
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
代
表
的
法
学
書
で
あ
る
『
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
の
　
　
進
図
書
目
録
に
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
目
録
に
記
載
さ
れ
る
写
本
総
数
は
三
㎎

　
　
門
死
地
蘇
生
の
章
」
［
国
乙
曙
9
署
．
幽
ω
甲
ホ
］
に
依
拠
し
て
い
る
。
前
近
代
の
　
　
　
　
　
一
冊
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
ヒ
ダ
ー
や
隔
の
写
本
は
～
九
冊
に
の
ぼ
り
、
一
作

　
　
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
こ
の
書
物
が
獲
得
し
て
い
た
地
位
は
、
員
門
〉
ω
N
ω
占
ム
　
　
　
　
　
品
の
写
本
数
と
し
て
は
も
っ
と
も
多
い
。
畜
た
、
こ
れ
を
分
野
別
に
見
る
と
、

　
　
に
収
録
さ
れ
る
ブ
ハ
ラ
の
ク
ル
・
バ
バ
・
キ
ョ
ケ
ル
タ
シ
ュ
・
マ
ド
ラ
サ
へ
の
寄
　
　
　
　
　
　
『
ヒ
ダ
！
ヤ
』
は
全
一
一
〇
冊
を
数
え
る
法
学
関
係
の
写
本
の
う
ち
、
　
【
作
品
の
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み
で
二
割
弱
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
臼
録
に
は
咽
ヒ
ダ
ー

ヤ
』
の
様
々
な
注
釈
書
も
多
数
見
受
け
ら
れ
、
こ
の
書
物
が
蓋
時
の
法
学
教
育
の

W
　
死
地
蘇
生
文
書
テ
キ
ス
ト

根
本
に
位
尽
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

（
原
文
は
次
頁
参
照
）

日
本
謡
訳

　
ω
宗
教
と
権
勢
の
所
有
者
、
王
権
と
信
仰
の
所
持
者
た
る
人
々
は
い
ず
れ
知
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
…
ω
…
幸
運
な
る
星
の
巡
り
合
わ

　
せ
の
も
と
に
生
ま
れ
た
る
御
方
、
万
有
の
王
に
し
て
恩
恵
を
施
す
者
た
る
神
の
、
地
上
に
お
け
る
陰
な
る
御
方
、
至
高
に
し
て
、
カ
リ
フ
位

　
の
高
み
に
あ
る
御
方
、
偉
大
な
る
バ
カ
ン
達
の
掻
玉
に
し
て
、
㈲
…
な
る
ス
ル
タ
ン
達
の
子
孫
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
、
ジ
ャ
ム
シ
ー
ド
の

　
威
厳
を
持
ち
、
星
々
さ
え
も
従
え
る
御
方
、
天
空
の
力
を
備
え
、
ほ
か
に
並
ぶ
者
な
き
バ
カ
ン
た
る
御
方
、
タ
ジ
ク
と
囚
ト
ル
コ
、
ア
ラ
ブ

　
　
　
　
　
①

　
と
ア
ジ
ャ
ム
の
主
に
し
て
、
諸
ウ
ン
マ
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ル
タ
ン
達
を
か
し
ず
か
せ
る
御
方
、
卓
越
せ
る
ウ
ラ
マ
ー
達
が
そ
の
庇
護
を
も
と
め

　
て
逃
げ
込
み
、
偉
大
な
る
法
学
者
達
が
そ
の
保
護
を
も
と
め
て
駈
け
込
む
先
た
る
御
方
、
㈲
父
祖
よ
り
受
け
継
い
だ
権
利
と
御
自
ら
の
資
質

　
と
を
も
っ
て
カ
リ
フ
位
の
玉
座
に
就
き
、
そ
の
公
平
な
る
こ
と
公
正
な
る
こ
と
が
世
界
中
あ
ま
ね
く
響
き
渡
る
御
方
、
不
信
と
圧
制
の
徴
あ

　
れ
ば
こ
れ
を
拭
い
去
り
、
㈲
偶
像
崇
拝
と
異
端
、
反
抗
の
誤
謬
あ
れ
ば
こ
れ
を
取
り
除
く
御
方
…
一
［
こ
こ
に
掲
げ
る
詩
な
ど
］
ま
こ
と
に

　
よ
く
ぞ
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
作
者
に
栄
光
あ
れ
1
詩
”

　
　
　
勝
利
の
剣
に
よ
り
、
時
の
バ
カ
ン
に
、

　
　
　
あ
ま
ね
く
地
表
が
委
ね
ら
れ
ん
こ
と
を
。

　
　
　
ω
「
世
界
」
と
い
う
言
葉
は
、
フ
ァ
ト
フ
の
あ
と
で
必
ず
ス
タ
ー
ン
が
続
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
ま
さ
に
こ
れ
と
岡
じ
く
、
世
界
が
易
々
と
彼
の
手
に
至
ら
ん
こ
と
を
。
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　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

ifvAh　LS，vt　l）（rl）LS）」51じ榊J）IJし陣｝Lsp1」う爽櫓‘1・Lpl　L・h・・Pσ琳ダノJ！e　jl
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ハ・t（㊥い擢り瀕ノ樽・渉・尋“臨馬講声ノ6」顕3♂u卜
sjl（rR）触ん田‘極。・1・産」ゆb鴇・3ゆ。』」bレL尺ダ㌧di・，・：砺測

（乏・）じ婦jLd　o・gu窄’ ib唾M献。』～㌧ψ」爽｝LtJI　if曳甑M㌧．幽
　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

（乏、）副ぜ」鈎JLtuYl　g！e　J凶8昌々邸㌧ぶ。り‘GJ加，o，レ，G5雪
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語が現れることから、ここには同じ猛獣に属する「鷹（」屯井）」の語を想定すべきであると判断した。
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バ
カ
ン
の
子
た
る
バ
カ
ン
の
子
た
る
ハ
カ
ン
、
即
ち
、
ア
ブ
・
ル
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ
マ
ー
ム
・
ク
リ
・
バ
ハ
ー
ド
ゥ
ル
・
ハ
ー
ン
　
　
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

高
な
る
神
よ
、
彼
の
主
権
を
永
遠
の
も
の
と
な
し
給
え
、
そ
し
て
彼
の
慈
愛
を
諸
滝
壷
へ
と
注
ぎ
給
え
、
諸
世
界
の
主
よ
、
ア
ー
メ
ン
ー

の
御
世
に
、
至
高
に
し
て
、
ア
ミ
ー
ル
の
位
に
あ
ら
せ
ら
れ
、
圖
貴
き
高
み
に
あ
る
御
方
、
偉
大
な
る
ア
ミ
ー
ル
に
し
て
、
見
識
と
才
覚
と

を
そ
の
身
に
備
え
た
る
御
方
、
当
代
に
あ
っ
て
の
慈
善
と
い
う
建
造
物
の
建
設
者
で
あ
り
、
当
世
に
あ
っ
て
の
敬
神
と
い
う
建
設
物
の
建
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

者
た
る
御
方
、
㈲
岡
じ
時
代
を
生
き
る
ア
ミ
ー
ル
達
の
う
ち
に
あ
っ
て
は
最
も
勇
敢
で
、
時
代
を
共
有
す
る
ハ
ー
キ
ム
達
の
う
ち
に
あ
っ
て

は
最
も
公
正
な
る
御
方
、
ウ
ラ
マ
ー
や
車
越
せ
る
者
あ
れ
ば
こ
れ
を
育
み
、
敬
神
の
念
厚
き
者
や
清
浄
な
る
心
持
つ
者
あ
れ
ば
こ
れ
に
配
慮

の
目
を
向
け
る
御
方
、
働
万
有
の
王
に
し
て
裁
定
者
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
神
の
御
加
護
を
一
身
に
集
め
た
る
御
方
、
即
ち
、
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・

ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
・
ト
ル
コ
マ
ン
ー
ー
こ
の
御
方
は
、
至
高
に
し
て
、
ア
ミ
ー
ル
の
位
に
あ
ら
せ
ら
れ
、
貴
き
孕
み
に
あ
る
御
方
、
0
9
万
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
王
に
し
て
永
遠
の
存
在
者
な
る
神
の
御
慈
悲
と
御
寛
恕
に
与
か
り
、
絶
対
の
生
存
者
に
し
て
万
能
者
、
か
つ
恩
恵
を
施
す
者
な
る
神
の
い

と
尊
き
御
恵
み
を
｝
身
に
集
め
た
る
御
方
、
即
ち
、
㈱
五
一
ス
ィ
ム
・
ビ
i
・
ト
ル
コ
マ
ン
の
最
も
尊
く
、
最
も
気
高
き
御
子
息
に
あ
ら
せ

ら
れ
る
…
は
、
死
地
で
あ
り
、
所
有
者
も
存
在
し
な
い
、
次
に
示
す
広
大
な
土
地
の
全
て
を
蘇
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
土
地
は
ナ
サ
フ

　
⑥
地
域
　
　
0
3
こ
の
地
が
荒
廃
と
悲
し
み
よ
り
護
ら
れ
て
あ
る
よ
う
一
…
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
四
方
の
境
界
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
西

の
境
界
は
一
部
が
掴
ピ
照
ζ
頃
芝
日
菊
国
地
所
の
土
地
に
接
し
て
い
る
。
⑯
こ
れ
は
上
述
の
地
域
に
属
す
る
よ
く
知
ら
れ
た
村
落
で
、
国
有

地
の
範
疇
に
属
し
て
お
り
、
現
在
は
故
ホ
ー
ジ
ャ
・
ダ
ル
ウ
ィ
ー
シ
ュ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
御
子
息
で
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
位
に
あ
ら
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ミ
ー
ラ
ク
・
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
の
占
有
下
に
あ
る
。
㈲
ま
た
、
別
の
一
部
は
シ
ー
ル
・
ト
ゥ
ー
ダ
と
い
う
土
地
に
接
し
て
お

り
、
こ
れ
は
所
有
者
の
存
在
し
な
い
死
地
で
あ
る
。
北
の
境
界
は
⑯
ギ
ャ
ン
ド
ゥ
ム
・
サ
ラ
イ
の
名
で
知
ら
れ
る
土
地
に
接
し
て
お
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
は
所
有
者
の
存
在
し
な
い
死
地
で
、
ス
ー
フ
タ
貯
水
槽
の
近
隣
に
位
置
し
て
い
る
。
東
の
境
界
は
一
部
が
㈲
力
翫
サ
ー
ン
地
所
の
土
地
に

接
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
述
の
地
域
に
属
す
る
よ
く
知
ら
れ
た
村
落
で
、
所
定
の
使
途
に
供
さ
れ
る
合
法
に
し
て
確
定
済
み
の
ワ
ク
フ
の
範

晴
に
属
し
て
い
る
。
0
3
現
在
、
こ
の
土
地
は
故
ホ
ー
ジ
ャ
・
ミ
ー
ラ
ク
の
御
子
息
に
し
て
、
合
法
な
る
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
で
あ
り
、
至
高
に
し
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て
貴
き
高
み
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
、
ホ
ー
ジ
ャ
・
ヤ
ァ
ク
ー
ブ
の
占
有
下
に
あ
る
。
⑲
ま
た
、
別
の
一
部
は
ア
ク
・
テ
ペ
の
名
で
知
ら
れ

る
土
地
に
接
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
国
有
地
で
、
前
述
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
位
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
の
占
有
下
に
あ
る
。
南
の
境
界
は

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

⑳
ナ
サ
フ
河
の
禁
地
に
接
し
て
い
る
。
以
上
、
各
々
の
境
界
は
明
確
に
分
か
た
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
土
地
は
用
益
の
類
を
失
っ
て
お
り
、

⑳
声
の
大
き
な
者
が

　
　
　
　
　
　
㈲

［
近
傍
の
］

非
死
地
の
端
か
ら
大
声
で
呼
ば
わ
っ
て
も
、
そ
の
声
が
こ
の
土
地
ま
で
届
か
な
い
ほ
ど
に
非
死
地
か
ら
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萄

く
離
れ
て
い
る
。
幽
ま
た
、

こ
の
土
地
は
水
を
絶
た
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
非
死
地
の
住
民
も
こ
の
土
地
を
利
用
し
て
こ
な
か
っ
た
。
㈱
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
1

御
方
は
、

1
㈲
る
。
⑳
ま
た
、
か
の
御
方
は
こ
の
土
地
が
耕
作
に
適
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
の
前
述
の
カ
リ
フ
位
の
高
み
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
の
許
可
を
得
て
、
自
ら
の
私
有
財
産
を
投
じ
て
こ
の
土
地
を
蘇
生
し
た
の
で
あ

こ
の
土
地
の
た
め
に
運
河
を
開
削
し
、
水
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
死
地
蘇
生
が
有
効
と
な
る
た
め
の
諸
々
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
し
た
の
ち
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

㈲
よ
っ
て
、
前
述
の
土
地
は
、
前
述
の
至
高
の
高
み
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
の
蘇
生
に
よ
り
、

そ
の
私
有
財
産
と
な
っ
た
。
㈲
こ
の
行
為
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

有
効
に
し
て
合
法
、
か
っ
こ
の
行
為
が
有
効
と
な
る
た
め
の
諸
々
の
条
件
全
て
を
満
た
す
蘇
生
行
為
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
以
上
、
一
〇
二

三
年
第
ニ
ラ
ビ
ー
ウ
月
一
屡
、
信
頼
す
べ
き
証
人
臨
席
の
も
と
、
か
く
の
ご
と
く
決
定
さ
れ
た
。

鋤
彼
こ
そ
は
全
て
を
知
り
給
う
御
方

㈱
こ
れ
か
ら
書
き
記
す
の
は
、
⑳
本
文
書
前
半
部
に
も
登
場
す
る
蘇
生
の
遂
行
者
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
か
の
御
方
が
件
の
土
地
を
蘇
生
し
、
そ

の
運
河
を
開
削
せ
ん
と
の
志
を
抱
か
れ
た
と
き
に
起
こ
っ
た
、
数
々
の
驚
く
べ
き
事
ど
も
を
そ
の
な
か
に
含
む
記
録
で
あ
る
。
岡
時
は
一
〇

　　

O
年
の
始
め
。
こ
れ
は
、
い
と
気
高
き
御
方
に
し
て
、
圃
智
天
子
ケ
ル
ビ
ム
の
徳
を
持
ち
、
土
星
界
に
居
所
を
占
め
、
天
空
の
ご
と
き
威

厳
を
持
つ
御
方
、
ひ
と
た
び
襲
い
掛
か
れ
ば
獅
子
の
ご
と
く
、
挙
手
を
恐
れ
さ
せ
る
こ
と
鷹
の
ご
と
き
御
方
、
有
史
以
来
も
っ
と
も
勇
猛
な

る
ア
ミ
ー
ル
に
し
て
、
㈱
人
間
世
界
の
ハ
ー
キ
ム
達
の
模
範
た
る
御
方
、
不
道
徳
な
輩
や
叛
旗
翻
す
者
あ
れ
ば
こ
れ
を
挫
き
、
質
し
き
知
恵

求
め
る
者
や
敬
神
の
念
厚
き
者
あ
れ
ば
こ
れ
を
援
け
る
御
方
、
戦
士
達
集
う
戦
場
に
あ
っ
て
は
勇
士
と
な
り
、
物
惜
し
み
せ
ぬ
心
圃
と
勇
気

と
慈
善
心
を
併
せ
持
つ
御
方
、
権
勢
に
と
っ
て
は
そ
の
秩
序
と
な
り
、
主
権
に
と
っ
て
は
そ
の
礎
と
な
る
御
方
、
そ
う
、
彼
こ
そ
は
恵
み
与
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え
る
御
神
の
御
厨
愛
を
一
身
に
集
め
る
御
方
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
、
そ
の
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ビ
！
・
鋤
ア
タ
リ
ク
・
ト
ル
コ
マ
ン
様
　
　
彼
の
権

勢
が
い
や
増
さ
ん
こ
と
を
　
　
の
勝
利
に
満
ち
溢
れ
た
大
海
の
ご
と
き
御
心
か
ら
出
で
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
い
の
日
、
彼
は
さ
な
が
ら
勇
猛

な
る
獅
子
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
戦
士
達
が
隊
列
を
め
ぐ
ら
す
戦
場
で
、
岡
彼
は
さ
な
が
ら
勝
利
を
打
ち
開
く
鰐
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
ひ

と
た
び
ア
ミ
ー
ル
が
そ
の
剣
を
鞘
か
ら
抜
け
ば
、
敵
の
隊
列
ひ
と
つ
ど
こ
ろ
か
、
生
粋
の
戦
士
達
が
幾
重
に
も
打
ち
め
ぐ
ら
し
た
隊
列
で
も

潰
走
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
、
㈱
そ
し
て
、
戦
い
の
野
と
友
軍
の
隊
列
に
お
け
る
誉
れ
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
絶
対
的
な
智
者
に
し
て
、

自
ら
に
相
応
し
く
全
人
類
に
崇
め
奉
ら
れ
る
御
方
な
る
神
は
、
勧
既
に
始
源
の
時
に
か
の
御
方
の
重
し
き
姿
形
に
合
わ
せ
て
勝
利
と
い
う
衣

服
を
仕
立
て
上
げ
、
聖
俗
両
界
に
於
い
て
㈹
か
の
御
方
を
同
時
代
の
人
々
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
麗
し
き
言
葉
を
口
に
す
る
多
く
の
人
々
の

上
に
打
ち
据
え
た
の
に
違
い
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
か
の
御
方
か
ら
は
数
々
の
驚
く
べ
き
徴
が
現
れ
出
で
た
の
だ
が
、
㈲
健
全
な
る
理
性

と
義
し
く
美
し
き
知
性
持
つ
者
で
も
、
㈲
唯
一
無
比
に
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
が
範
と
す
べ
き
、
か
の
才
覚
を
そ
の
身
に
備
え
た
る
ア
ミ
ー
ル
よ

り
う
ち
現
れ
た
、
こ
れ
ま
で
そ
の
一
端
を
記
し
た
に
過
ぎ
ぬ
、
そ
の
勇
気
と
物
惜
し
み
せ
ぬ
心
と
正
義
と
が
ひ
と
つ
身
に
併
せ
持
た
れ
て
い

る
様
に
は
、
ま
さ
し
く
驚
嘆
す
る
ほ
か
な
い
ほ
ど
な
の
だ
か
ら
。

㈹
さ
て
、
事
の
次
第
は
か
く
の
ご
と
く
で
あ
る
。
あ
ま
た
の
偉
業
に
彩
ら
れ
し
芳
し
き
か
の
御
方
の
御
心
が
、
㈱
誇
り
高
き
街
ブ
ハ
ラ
の
旧

城
壁
外
に
位
置
し
、
誰
も
が
知
る
高
貴
な
る
そ
の
城
塞
に
隣
接
す
る
、
自
ら
の
集
会
モ
ス
ク
と
マ
ド
ラ
サ
の
た
め
の
、
㈱
｝
点
の
違
法
性
の

疑
い
も
な
い
有
効
に
し
て
合
法
、
か
つ
信
頼
の
お
け
る
ワ
ク
フ
の
創
設
へ
と
傾
く
と
、
㈹
か
の
御
方
は
文
書
前
半
部
に
明
記
さ
れ
る
件
の
土

地
の
蘇
生
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
土
地
に
は
八
○
年
以
上
に
わ
た
っ
て
水
が
至
っ
て
お
ら
ず
、
㈲
ま
さ
に
カ
ー
ビ
リ
ー
の
詩
そ
の

ま
ま
に
、
こ
の
よ
う
な
荒
地
に
カ
モ
シ
カ
が
足
を
踏
み
入
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
自
分
の
脂
で
も
っ
て
そ
の
ま
ま
キ
ャ
バ
ー
ブ
に
な
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
詩
”

　
　
㈲
カ
モ
シ
カ
、
も
し
も
太
陽
へ
と
赴
く
な
ら
ば
、

　
　
お
の
れ
の
脂
で
キ
ャ
バ
ー
ブ
と
な
ら
ん
。
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㈲
ま
さ
に
そ
れ
は
難
事
業
で
あ
っ
た
。
か
の
御
方
は
そ
の
限
り
な
く
強
い
意
思
と
物
惜
し
み
せ
ぬ
心
か
ら
こ
う
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
何
人
も
か
の
土
地
の
蘇
生
を
目
的
と
し
た
㈹
こ
の
運
河
の
開
削
の
た
め
に
当
地
域
か
ら
人
足
を
徴
用
し
て
は
な
ら
ぬ
。
私
は
、
た
と
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

件
の
土
地
の
開
削
に
三
万
の
管
足
が
㈲
従
事
す
る
の
な
ら
、
彼
等
全
て
に
自
分
の
財
産
か
ら
給
金
を
支
払
お
う
。
』
そ
し
て
、
自
ら
の
家
来

の
一
人
に
こ
の
事
業
を
統
轄
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

㈹
ま
た
、
か
の
土
地
は
水
の
あ
る
場
所
か
ら
き
わ
め
て
遠
く
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
も
そ
も
そ
の
た
め
に
死
地
と
な
っ
て
い
た
ほ
ど
な
の
で
ハ

㈱
運
河
の
開
削
に
従
事
す
る
人
々
が
飲
み
水
を
運
ぶ
た
め
の
馬
二
匹
が
特
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
か
く
し
て
人
足
達
は
件
の
運
河
の
開
削
に

取
り
組
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
㈱
こ
の
時
、
か
の
い
と
気
高
き
蘇
生
着
た
る
御
方
の
権
勢
よ
り
驚
く
べ
き
出
来
事
が
出
来
し
た
の
だ
が
、
こ
れ

も
か
の
御
方
の
来
世
に
於
け
る
権
勢
と
幸
福
の
徴
で
あ
る
。
6
3
そ
の
経
緯
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

か
の
ム
ス
リ
ム
達
は
、
自
ら
の
意
思
で
こ
の
集
団
労
働
に
参
加
し
て
運
河
を
開
削
し
、
給
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
岡
さ
て
、
彼
等
は
開
削

を
進
め
る
う
ち
に
砂
丘
に
突
き
当
た
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
等
が
こ
れ
に
取
り
掛
か
る
と
、
瞬
く
間
に
こ
の
砂
丘
は
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
す
る
と
今
度
は
岩
盤
が
㈲
現
れ
た
。
こ
れ
を
削
る
の
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
、
実
に
千
入
に
お
よ
ぶ
多
数
の
人
足
た
ち
が
動
員
さ
れ

た
。
㈹
そ
う
す
る
う
ち
に
、
ま
さ
に
か
の
蘇
生
者
た
る
ア
ミ
ー
ル
の
権
勢
と
意
思
と
配
慮
の
ゆ
え
に
、
か
の
黒
石
か
ら
忽
然
と
熱
湯
を
湧
き

出
す
二
つ
の
泉
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
㈲
そ
の
様
は
二
つ
の
噴
水
の
ご
と
く
で
あ
り
、
賢
者
の
知
恵
を
も
っ
て
し
て
も
こ
の
水
の
優
美
な
る

様
を
語
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。
詩
”

　
　
働
神
が
権
勢
を
望
む
者
に
は
、

　
　
御
影
石
か
ら
突
如
そ
れ
が
湧
き
出
る
こ
と
さ
え
あ
ろ
う
。

こ
の
二
つ
の
泉
を
目
に
し
た
全
て
の
者
は
、
心
神
へ
の
賛
辞
と
素
話
の
王
た
る
神
の
恵
み
へ
の
感
謝
を
口
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
㈹
か
の
偉
大
な
る
い
と
気
高
き
ア
ミ
ー
ル
は
、

お
よ
そ
～
万
人
に
も
及
ぶ
人
足
を
こ
の
運
河
の
建
設
に
従
事
せ
し
め
、

　
　
　
　
　
ω

人
足
毎
に
一
タ
ン
ガ
の
給
金
を
圃
自
分
の
財
産
か
ら
支
払
っ
た
の
で
あ
る
。
　
（
続
く
文
章
の
途
中
で
文
書
は
断
絶
）

三
人
の
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（
巻
物
右
余
白
部
分
に
記
さ
れ
た
フ
ァ
ト
ワ
i
）

至
高
な
る
神
を
想
う
こ
と
に
吉
兆
を
見
出
し
つ
つ
、
さ
て
、
次
の
問
い
に
つ
い
て
の
イ
ス
ラ
ム
の
イ
マ
ー
ム
達
－
神
よ
彼
等
を
嘉
し
給
え

ー
ー
の
言
説
は
如
何
に
？
　
［
第
｝
に
、
］
本
文
中
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
の
蘇
生
行
為
は
、
諸
々
の
条
件
に
て
ら
し
て
有
効
で
あ
る
や
否

や
？
　
［
第
二
に
、
］
本
文
中
に
て
境
界
設
定
が
な
さ
れ
る
死
地
は
、
諸
々
の
条
件
に
て
ら
し
て
、
こ
の
蘇
生
行
為
に
よ
り
本
文
中
に
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
蘇
生
者
た
る
御
方
の
私
有
財
産
と
な
り
た
る
や
否
や
？
　
説
き
明
か
せ
、
さ
す
れ
ば
汝
等
報
い
ら
れ
ん
。

有
効
で
あ
る
。
私
有
財
産
と
な
っ
た
。
至
高
な
る
神
は
全
て
を
知
り
給
う
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
リ
フ
・
イ
ブ
ン
：
・
：
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
・
フ
サ
イ
ニ
ー
・
ア
ル
・
ア
ラ
ウ
ィ
ー
・
ア
ル
・
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ル
・
ム
フ
テ
ィ
ー
こ
れ
を
記
す
。
一
〇
二
五
年
。

有
効
で
あ
る
。
私
有
財
産
と
な
っ
た
。
至
高
な
る
神
は
全
て
を
知
り
給
う
。
ム
ハ
ン
マ
ド
（
・
シ
ャ
リ
！
フ
・
イ
ブ
ン
）
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
サ

イ
ー
ド
・
ア
ル
・
フ
サ
イ
ニ
ー
・
ア
ル
・
ム
フ
テ
ィ
ー
・
ア
ル
・
ブ
ハ
ー
リ
ー
1
神
よ
こ
の
父
子
を
赦
し
給
え
　
　
こ
れ
を
記
す
。
一
〇

二
五
年
。

　
水
の
途
絶
な
い
し
こ
れ
に
類
す
る
理
由
で
用
益
を
欠
き
、
そ
の
所
有
者
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
［
近
傍
の
］
非
死
地
の
端
か
ら
呼

ば
わ
っ
た
声
が
届
か
ぬ
ほ
ど
非
死
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
よ
う
な
土
地
の
場
合
、
こ
れ
を
蘇
生
し
た
者
は
こ
れ
を
所
有
す
る
。
［
こ
の
土

地
を
所
有
す
る
の
は
、
］
イ
マ
ー
ム
が
蘇
生
の
許
可
を
与
え
た
場
合
に
限
る
、
と
い
う
の
は
ア
ブ
ー
・
ハ
ニ
ー
フ
ァ
ー
彼
に
神
の
御
慈
悲

あ
れ
か
し
　
　
の
学
説
に
お
け
る
条
件
で
あ
る
。
賞
方
、
ア
ブ
ー
・
ユ
ー
ス
フ
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー
二
一
の
］
二
人
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
う
な
条
件
を
満
た
す
必
要
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
ア
ッ
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
！
…
…
彼
に
神
の
御
慈
悲
あ
れ
か
し
一
の
学
説
で
あ
る
。
ま
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
、
『
ア
ル
・
カ
ー
フ
ィ
ー
』
は
『
ア
ル
・
マ
ブ
ス
ー
ト
』
を
典
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
播
種
に
先
立
っ
て
土
地
を
掘
り
起
こ
し

た
り
、
土
地
の
周
囲
に
堤
を
め
ぐ
ら
せ
た
り
、
ま
た
は
、
土
地
に
運
河
を
引
い
た
り
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
蘇
生
行
為
と
み
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
。
以
上
、
『
シ
ャ
ル
ヒ
・
ム
フ
タ
サ
ル
』
よ
り
。

　
ム
ハ
ン
マ
ド
［
・
シ
ャ
イ
バ
ー
二
i
］
　
　
彼
に
神
の
御
慈
悲
あ
れ
か
し
　
　
は
、
非
死
地
の
住
民
が
こ
の
土
地
か
ら
ま
っ
た
く
用
益
を
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得
て
い
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
こ
の
土
地
が
非
死
地
か
ら
近
い
か
遠
い
か
を
問
題
と
せ
ず
、
こ
れ
を
本
来
の
意
味
に
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

以
上
、
『
ア
ル
・
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
が
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
ア
ル
・
マ
ン
ス
ー
リ
ー
ヤ
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ア
ル
・
イ
マ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ム
は
『
ア
ル
：
：
』
に
お
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。
自
分
が
提
出
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
［
・
シ
ャ
イ
バ
ー
二
⊥
　
　
　
彼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

神
の
御
慈
悲
あ
れ
か
し
　
　
の
学
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
『
シ
ャ
ル
ヒ
・
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
・
ア
ル
・
ア
リ
ー
イ
』

よ
り
。

①
「
タ
ジ
ク
陣
餌
臥
置
の
語
は
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
コ
ピ
ー
か
ら
は
判
読
不
能
で
あ
る
。

　
倶
し
、
同
時
代
の
別
の
文
書
に
こ
の
義
者
を
併
記
す
る
用
例
が
あ
る
の
で
、
筆
者

　
の
判
断
で
挿
入
し
た
。
門
タ
ジ
ク
と
ト
ル
コ
」
と
は
、
こ
こ
で
は
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン

　
朝
領
内
の
臣
民
の
う
ち
ペ
ル
シ
ア
語
を
使
用
す
る
非
軍
人
と
、
ト
ル
コ
語
を
使
胴

　
す
る
軍
人
の
意
で
、
非
軍
入
と
軍
人
を
一
括
す
る
こ
と
に
よ
り
、
領
内
の
臣
民
全

　
体
を
象
微
臣
に
指
し
示
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
事
、
タ
ジ
ク

　
と
ト
ル
コ
の
対
比
は
王
朝
の
行
政
機
構
に
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
た
が
［
間
野
一

　
九
六
九
一
　
久
保
　
一
九
九
七
］
、
こ
の
伝
統
は
同
じ
く
ト
ル
コ
系
軍
人
の
軍
事

　
力
に
依
拠
し
て
中
央
ア
ジ
ア
の
定
住
民
社
会
を
支
配
し
た
、
続
く
シ
ャ
イ
バ
ー
ン

　
朝
や
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
朝
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

　
に
対
し
て
「
ア
ラ
ブ
と
ア
ジ
ャ
ム
」
は
ア
ラ
ブ
と
非
ア
ラ
ブ
を
意
味
し
、
イ
ス
ラ

　
ム
世
界
で
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
た
、
こ
の
世
界
に
お
け
る
全
て
の
等
々
を
指
し
示

　
す
象
徴
的
表
現
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
タ
ジ
ク
と
ト
ル
コ
、
ア
ラ
ブ
と
ア
ジ
ヤ

　
ム
」
と
は
門
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
朝
領
内
の
全
臣
民
の
み
な
ら
ず
こ
の
世
界
の
全
て
の

　
人
々
」
を
意
味
す
る
表
現
な
の
で
あ
る
。

②
　
詩
の
後
半
二
行
に
は
ペ
ル
シ
ア
語
の
掛
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
フ
ァ
ト
フ

　
聾
ど
と
い
う
雷
葉
は
通
常
「
勝
利
・
征
服
」
を
意
味
す
る
が
、
文
法
用
語
と
し

　
て
の
フ
ァ
ト
フ
は
子
音
に
母
膏
帥
が
付
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、
「
ス

　
タ
ー
ン
。
・
物
象
扁
と
い
う
番
葉
は
門
安
寧
扁
を
意
味
す
る
が
、
文
法
用
語
と
し
て

　
の
ス
タ
ー
ン
は
子
音
が
無
母
音
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
て
、
「
世
界
」
の

　
原
語
は
、
巴
鱒
日
で
あ
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
は
子
音
字
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る

　
の
で
、
こ
の
語
は
♂
♪
ピ
甲
竃
と
い
う
四
つ
の
子
音
に
よ
り
表
記
さ
れ
る
。
こ

　
れ
を
発
音
す
る
際
、
最
初
の
．
に
は
母
音
鋤
が
付
さ
れ
、
次
の
〉
は
無
母
音
、

　
三
番
目
の
ピ
に
は
や
は
り
母
音
餌
が
付
さ
れ
、
続
く
竃
は
再
び
無
母
音
と
い
っ

　
た
よ
う
に
、
こ
の
語
に
は
フ
ァ
ト
フ
と
ス
タ
ー
ン
が
交
互
に
現
れ
る
。
こ
の
詩
の

　
作
者
は
「
フ
ァ
ト
フ
扁
と
「
ス
タ
ー
ン
」
の
双
方
を
掛
詞
と
し
て
用
い
、
門
世
界
扁

　
の
語
で
フ
ァ
ト
フ
の
後
に
必
ず
ス
タ
ー
ン
が
続
く
よ
う
に
、
慰
主
が
「
世
界
」
を

　
「
征
服
」
し
た
後
に
は
、
そ
れ
が
反
乱
な
ど
と
は
無
縁
の
「
安
寧
」
の
内
に
彼
に

　
統
治
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
イ
マ
ー
ム
・
ク
リ
・
ハ
ー
ン
の
名
前
と
そ
れ
に
続
く
祈
願
文
は
、
巻
物
上
方
の

　
右
余
白
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
文
書
に
鷺
主
や
高
名
な
聖
者
等
の
名
前

　
が
現
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
本
文
テ
キ
ス
ト
内
に
は
書
き
込
ま
ず
、
祈
願
文
と
共
に

　
余
自
部
に
別
個
に
書
き
医
す
の
が
通
例
で
あ
る
。

④
　
ハ
ー
キ
ム
冨
匡
ヨ
は
本
来
「
裁
定
者
」
を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
る
。

　
当
疇
の
行
政
用
語
で
は
、
ハ
ー
キ
ム
は
都
市
と
こ
れ
に
付
随
す
る
ト
ゥ
マ
ン
か
ら

　
な
る
地
域
鼠
訂
望
簿
を
統
治
し
、
そ
こ
で
の
徴
税
業
務
を
統
轄
す
る
「
知
事
」
を

　
意
味
し
た
。
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
朝
の
有
力
ア
ミ
ー
ル
は
領
内
諸
地
域
の
ハ
ー
キ
ム
に

　
任
命
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
［
ζ
o
O
冨
旨
畠
一
⑩
。
。
ω
寒
．
お
－
0
昌
、
こ
こ
に
現
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れ
る
ハ
ー
キ
ム
の
語
も
「
知
事
」
、
或
い
は
よ
り
～
般
的
に
「
支
配
者
」
と
い
う

　
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
こ
の
一
節
は
故
人
に
適
用
さ
れ
る
定
型
化
さ
れ
た
形
容
辞
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　
こ
の
文
書
の
作
成
当
時
、
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
の
父
親
で
あ
る
カ
ー

　
ス
ィ
ム
・
ピ
ー
O
餌
も
。
冒
じ
d
H
は
既
に
死
亡
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

⑥
ブ
ハ
ラ
東
南
方
に
位
置
す
る
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
カ
ル
シ
の
こ
と
。

⑦
こ
こ
で
筆
者
が
「
国
有
地
」
と
訳
し
た
の
は
、
暮
巨
g
。
下
受
言
温
。
。
冨
町
、
な

　
い
し
は
単
に
旨
。
巨
探
鉱
と
呼
ば
れ
る
範
蒔
に
属
す
る
土
地
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ

　
ナ
フ
ィ
ー
派
法
学
に
於
い
て
こ
の
種
の
土
地
は
、
、
所
有
者
が
納
税
能
力
を
喪
失
し

　
て
放
棄
し
た
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
地
、
と
定
義
さ
れ
る
。
所
有
者
に
放
棄
さ
れ
た
ハ
ラ
ー

　
ジ
ュ
地
は
世
俗
主
権
者
で
あ
る
君
主
の
管
轄
下
に
移
動
す
る
が
、
こ
こ
か
ら
英
語

　
の
舞
舞
Φ
ご
巳
や
ロ
シ
ア
語
の
唇
塁
欝
鷲
鵠
。
臣
雪
ω
塁
翁
凶
と
い
っ
た
訳
語
が
生

　
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
筆
者
が
採
用
し
た
「
国
有
地
」
と
い
う
訳
語
も
、
欧
米

　
の
研
究
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
訳
語
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題

　
な
の
は
、
こ
う
し
た
土
地
が
鱈
主
の
管
轄
下
に
移
さ
れ
て
も
、
本
来
の
所
有
者
に

　
属
す
る
所
有
権
が
理
論
上
消
滅
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
麺
の
土
地

　
を
η
国
有
地
扁
と
訳
す
こ
と
は
厳
密
な
意
味
で
は
正
し
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
あ

　
く
ま
で
慣
例
上
の
訳
語
と
し
て
「
国
有
地
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

　
　
さ
て
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
法
学
に
お
け
る
国
有
地
関
連
規
程
で
は
、
翼
主
は
自
己

　
の
管
轄
下
に
移
さ
れ
た
こ
の
種
の
土
地
か
ら
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
を
徴
収
す
べ
く
、
こ
れ

　
を
賃
納
な
い
し
物
納
の
小
作
に
罪
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
既
に

　
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
士
地
の
．
所
有
権
は
依
然
と
し
て
本
来
の
所
有
者
に
属
し
て
い

　
る
た
め
、
こ
の
小
作
料
は
後
者
へ
の
補
償
額
を
正
規
の
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
額
に
舶
え
た

　
額
と
な
る
。
ま
た
、
小
作
契
約
に
応
じ
る
者
を
見
医
せ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
君

　
主
は
こ
の
土
地
を
第
三
者
に
委
ね
て
経
営
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

　
も
、
こ
の
土
地
か
ら
徴
収
さ
れ
る
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
の
額
は
、
正
規
の
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
額

に
不
在
の
所
有
者
へ
の
補
償
額
を
加
え
た
も
の
と
な
る
。
要
す
る
に
、
国
有
地
に

は
私
有
地
よ
り
も
重
い
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
尚
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
国
有
地
関
連
規
程
に
つ
い
て
の
説
明
は
、

ζ
尋
騨
卜
∂
①
O
『
げ
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
一
八
世
紀
後
半
に
申
央
ア
ジ
ア
で
著
さ
れ
た
同
じ
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派

の
法
学
書
で
は
、
件
の
「
補
償
額
」
は
霜
主
が
こ
の
種
の
土
地
を
管
理
す
る
た
め

の
管
理
費
へ
と
す
り
か
え
ら
れ
て
お
り
、
当
然
慰
主
が
取
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
田
蚤
び
習
属
。
。
コ
鎚
目
O
鷲
ρ
い
α
］
。
こ
の
理
論
に
従
う
な
ら
ば
、
本
来
の
所
有

者
が
こ
の
土
地
に
対
し
て
持
つ
権
利
は
消
滅
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
旨
9
巳
群
9

は
文
字
叢
り
「
繋
累
地
」
と
な
る
。
国
有
地
の
処
理
を
め
ぐ
り
展
開
さ
れ
た
ハ
ナ

フ
ィ
ー
派
の
議
論
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
土
地
制
度
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
重

要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
玉
稿
に
譲
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
有
地
や
ワ
ク
フ
地
を
「
某
が
占
有
邸
毘
q
宣
し
て
い
る
」
と
い

う
文
句
は
、
当
時
の
文
書
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、
国
有
地
は
本
来
小
作
に
鵬
さ
れ
る
か
、
な
い
し
は
第
三
者
の
経
営
に

委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
国
有
地
の
占
有
と
は
、
第
三
者
が
所
有
権
で

は
な
く
、
小
作
権
に
も
と
づ
い
て
こ
の
土
地
を
占
有
し
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ム
タ
ワ
ッ
り
一
に
よ
っ
て
小
作
に
出
さ
れ
る
の
が
常
で
あ

っ
た
ワ
ク
フ
地
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
似
し
、

こ
こ
で
財
務
官
僚
で
あ
る
ワ
ズ
ィ
ー
ル
が
占
有
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
文
書
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
占
有
者
が
、
常
に
実
際
の
耕
作
者
と

同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
占
有
者
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
人
物
が
小
作
契
約
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
占
有
者
が
自
分
で
請
け
負

っ
た
土
地
を
さ
ら
に
～
般
の
農
民
達
へ
と
又
小
作
に
出
し
て
い
た
場
合
が
多
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑧
原
語
は
。
。
母
馬
丁
げ
山
。
。
鼻
窪
帥
で
、
磁
訳
す
れ
ば
「
焼
け
た
貯
水
櫓
」
と
な
る
。

　
厳
密
さ
が
求
め
ら
れ
る
境
界
設
定
の
記
述
に
、
「
焼
け
た
貯
水
槽
駄
と
い
う
曖
昧

　
な
目
印
が
登
場
す
る
の
は
い
か
に
も
不
似
合
い
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
取
り
敢

　
え
ず
固
有
名
詞
と
し
て
扱
っ
た
。

⑨
　
　
「
梨
地
扁
の
原
語
は
げ
母
同
門
で
、
灌
概
運
河
の
両
彫
に
設
定
さ
れ
る
所
有
権

　
不
在
の
公
共
の
空
間
を
意
味
す
る
［
竃
o
O
ゲ
①
ω
p
Φ
鴫
一
〇
⑩
一
P
一
〇
。
①
］
。

⑩
イ
マ
ー
ム
・
ク
リ
・
ハ
ー
ン
を
指
し
て
い
る
。

⑪
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
を
指
し
て
い
る
。

⑫
ナ
サ
フ
地
域
を
指
し
て
い
る
。

⑬
原
語
は
塁
己
で
、
「
入
」
な
い
し
「
男
駄
を
意
味
す
る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
、

　
四
七
～
八
行
目
に
現
れ
る
文
言
は
、
こ
の
運
河
の
開
削
の
た
め
の
住
民
徴
用
を
禁

　
止
し
た
も
の
と
解
釈
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
賦
役
的
性
格
を
有
す
る
集
団
労

　
働
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
伝
統
的
に
ゲ
霧
聞
や
げ
H
α
Q
碧
、
な
い
し
旨
p
己
山

　
冨
『
な
ど
の
語
で
呼
び
習
わ
さ
れ
て
き
た
［
＞
9
活
碧
竃
。
切
6
ひ
オ
O
暗
．
N
”
o
o
．

　
這
？
ひ
］
。
本
来
ペ
ル
シ
ア
語
起
源
で
、
直
訳
す
れ
ば
「
仕
事
の
人
」
を
意
味
す
る

　
臼
霞
山
幽
犀
胃
と
い
う
言
葉
は
現
代
ウ
ズ
ベ
ク
語
に
も
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は

　
「
B
雇
い
労
働
に
従
事
す
る
者
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
の
「
賦
役
的

　
性
格
を
有
す
る
集
団
労
働
」
と
い
う
語
義
の
な
か
に
含
ま
れ
る
、
本
業
以
外
の
労

　
働
へ
の
臨
時
の
従
事
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
今
に
至
る
ま
で
残
さ
れ
た
結
果
で
あ

　
ろ
う
。
文
脈
上
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
日
四
凱
の
語
は
単
に
「
人
」
や
「
男
」
を
意

　
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
費
山
－
二
品
を
担
う
者
、
即
ち
、
賦
役
的
労
働
に
駆
り

　
出
さ
れ
る
「
人
足
」
を
示
す
も
の
と
解
釈
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、

　
特
需
び
暫
σ
Q
貰
旨
費
象
犀
費
と
い
う
三
つ
の
語
は
本
文
書
中
に
も
現
れ
る
が

　
　
［
煽
門
〉
ω
N
ω
ム
占
章
朔
い
ω
“
い
呂
、
同
じ
文
書
の
中
で
住
民
の
徴
発
を
禁
止
し
て

　
い
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
語
は
単
に
「
臨
時
の
集
団
労
働
」
、
ま
た
は
そ
の
担
い
手

　
と
い
う
程
度
の
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⑭
こ
こ
ま
で
は
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
提
出
を
要
請
す
る
問
い
か
け
の
部
分
に
あ
た
る
。

．
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
は
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
と
、
こ
れ
に
応
え
て
提
出
さ
れ
る
フ

　
ァ
ト
ワ
i
、
そ
し
て
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
典
拠
と
な
っ
た
法
学
害
の
一
節
か
ら
の
引
用

　
と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
問
い
か
け
は
普
逓
イ
エ
ス
か
ノ
ー
の
二

　
者
択
一
を
求
め
る
形
で
為
さ
れ
る
の
で
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
本
体
も
こ
れ
に
対
応
し
て

　
イ
エ
ス
な
い
し
ノ
ー
を
記
す
だ
け
の
ご
く
短
い
も
の
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
こ
こ

　
で
は
「
有
効
で
あ
る
。
私
有
財
産
と
な
っ
た
。
」
と
い
う
文
醤
が
フ
ァ
ト
ワ
i
本

　
体
に
相
当
す
る
。
一
方
、
法
学
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
学
術
分
野
に
お
い
て
、
一
定

　
の
資
格
認
定
条
件
を
満
た
す
入
物
が
、
そ
の
資
格
に
お
い
て
先
人
の
言
説
を
引
屠

　
す
る
こ
と
を
蔓
晶
饗
（
「
伝
達
」
）
と
い
う
が
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
轡
の
最
後
の
構

　
成
要
素
で
あ
る
典
拠
引
用
部
分
は
こ
の
ユ
宅
碧
帥
に
相
当
す
る
。
旧
ソ
連
圏
の
研

　
究
者
が
フ
ァ
ト
ワ
i
文
書
を
唱
爪
冠
胃
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め

　
で
あ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
知
識
の
伝
達
、
よ
り
具
体
的
に
は
マ
ド
ラ

　
サ
に
お
け
る
教
育
を
支
え
る
の
は
嵩
毛
葦
子
の
資
格
認
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
取
り
敢
え
ず
図
冨
ぼ
傷
。
〈
卿
ω
β
耳
①
『
望
一
〇
⑩
α
と
そ
こ
に

　
引
用
さ
れ
る
諸
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

⑮
こ
の
人
物
は
、
前
述
の
ワ
ク
フ
文
轡
に
付
随
す
る
擬
似
訴
訟
文
書
…
2
（
文
書

　
ω
）
で
は
判
決
を
提
禺
し
た
カ
ー
デ
ィ
ー
と
し
て
、
そ
の
判
決
を
支
持
す
る
フ
ァ

　
ト
ワ
ー
文
書
（
文
書
㈲
）
で
は
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
提
出
し
た
ム
フ
テ
ィ
！
と
し
て
そ

　
れ
ぞ
れ
登
場
す
る
。

⑯
ア
ッ
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
群
ω
冨
艶
．
H
（
八
二
〇
年
記
）
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派

　
イ
ス
ラ
ム
法
学
の
翻
始
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
箇
所
の
記
述
か
ら
も
わ
か

　
る
よ
う
に
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
基
本
的
な
学
説
は
、
創
始
者
で
あ
る
ア
ブ
i
・
ハ

　
ニ
ー
フ
ァ
》
げ
自
荒
き
瓢
p
（
七
六
七
年
没
）
、
お
よ
び
そ
の
二
人
の
弟
子
で
あ
る
ア

　
ブ
i
・
ユ
ー
ス
フ
＞
9
磯
口
ω
駄
（
七
九
八
年
没
）
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ

　
バ
ー
二
一
ζ
魯
Φ
ヨ
ヨ
鎚
匹
p
じ
ω
7
避
審
肩
口
（
八
〇
四
年
没
）
の
和
名
に
よ
っ
て
形
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成
さ
れ
た
。
以
後
、
こ
の
派
の
学
説
は
彼
等
三
名
の
言
説
の
解
釈
と
い
う
形
で
展

　
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑰
剛
ア
ル
・
カ
ー
フ
ィ
ー
』
と
『
ア
ル
・
マ
ブ
ス
ー
ト
』
が
具
体
的
に
ど
の
作
品

　
を
指
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
種
類
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
『
ア
ル
・
カ
ー
フ
ィ
ー
』
に
は
ζ
爵
帥
日
日
器
群
該
霞
毛
窩
瞬
巴
－
国
勢
冒

　
（
9
Φ
膳
ゆ
）
の
霜
㍗
奪
喬
織
㍗
国
鳥
［
し
d
δ
o
犀
巴
日
p
言
H
⑩
ω
刈
ム
O
＜
O
『
ゲ
や
罵
膳
】

　
と
、
掴
践
N
鎚
∵
U
労
．
≧
H
四
7
箔
器
臥
同
（
田
口
G
。
一
〇
）
の
寧
奪
窃
H
o
o
ぎ
ぎ
ゆ
慧

　
一
り
ω
刈
ム
O
＜
o
一
．
卜
。
も
」
0
9
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
存
す
る
。
つ
ぎ
に
、
凹
ア

　
ル
・
マ
ブ
ス
ー
ト
隔
は
該
躍
ゲ
四
醤
臼
p
α
魁
．
ω
げ
9
冤
ぴ
似
a
の
寮
ミ
昏
匙
・
§
穿
ミ
。
、

さ
§
ミ
・
含
N
喬
慰
謹
ミ
．
［
切
§
匿
匿
目
お
・
。
蟻
『
お
・
。
＝
－
℃
払
濯
と
、

　
ω
訂
臼
ω
臥
・
〉
．
冒
ヨ
鋤
竃
鼻
効
冒
夏
蔦
効
7
ω
ロ
茜
犀
げ
し
。
回
（
恥
δ
り
O
）
の
窓
ミ
呼
亀
㍗

　
§
寓
ミ
》
匙
緊
h
ミ
・
窃
門
。
畠
皿
字
画
切
お
ω
刈
匡
お
く
。
ピ
押
や
ω
刈
島
の
う
ち
の
い

　
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
四
作
品
の
該
当
箇
所
を
見
れ
ば
、
こ
こ

　
に
引
用
さ
れ
る
噌
ア
ル
・
カ
ー
フ
ィ
ー
』
と
『
ア
ル
・
マ
ブ
ス
ー
ト
』
を
確
定
す

　
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
は
そ
の
余
裕
を
持
た
な
か
っ
た
。

　
両
者
の
完
全
な
比
定
は
後
日
に
期
し
た
い
。

⑱
『
シ
ャ
ル
ヒ
・
ム
フ
タ
サ
ル
』
と
は
、
「
『
ム
フ
タ
サ
ル
』
へ
の
注
釈
書
」
の
意

　
で
あ
る
。
注
釈
の
対
象
と
な
っ
た
『
ム
フ
タ
サ
ル
隔
は
、
『
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
の
摘
要

　
の
そ
の
ま
た
摘
要
に
あ
た
る
作
品
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
『
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
か
ら

　
こ
の
書
物
へ
と
至
る
系
譜
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
難
．
母
犠

　
　
　
　
　
　
切
ξ
げ
碧
臥
6
冒
．
》
ぽ
餌
7
ζ
醇
α
Q
暫
郎
似
a
（
傷
．
一
同
Φ
ご

　
　
　
　
　
　
　
窃
お
。
犀
Φ
一
白
p
p
昌
一
Φ
ω
？
蒔
㊤
〈
o
ピ
押
℃
り
ら
◎
刈
①
I
c
Q
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
寒
亀
ミ
ミ
海
馬
鑓
亀
織
喬
§
箋
、
職
亀
㍗
韓
澄
爲

　
　
　
　
切
郎
陣
似
p
』
6
冒
累
塾
図
蔭
山
臥
－
ζ
m
げ
げ
。
び
H
8
鋭
既
あ
プ
帥
昌
、
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霜
N
・
妻
匙
の
摘
要
）

　
　
　
　
　
　
［
り
d
H
o
o
犀
鉱
管
き
訂
一
⑩
ω
刈
ム
⑩
ω
郁
鳴
覧
．
剥
や
①
躰
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
偽
㍗
き
ミ
＆
蔦
冬
簿
ミ
慶
ミ
ミ
・
惹
＆
護
。
「
織
ト
さ
窪
ミ
隷
、

　
．
¢
げ
亀
儒
四
罵
鳥
餌
r
塗
替
げ
q
げ
目
ω
鋤
曾
餌
7
ω
げ
口
昌
．
簿
紘
曲
げ
叫
菖
（
9
誌
土
曜
）

　
　
　
　
（
謬
§
の
摘
要
、
な
ら
び
に
、
織
㍗
暴
爲
の
注
釈
）

　
　
　
　
　
　
［
じ
d
δ
o
二
巴
ヨ
蝉
p
”
一
㊤
ω
刈
－
蒔
り
く
o
据
r
層
．
Q
o
圃
。
◎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
く
。
囲
卜
⊃
》
唱
’
N
一
曲
O
切
℃
酵
溌
ρ
P
ω
£

さ
て
、
鯛
ム
フ
タ
サ
ル
』
に
は
幾
度
と
な
く
注
釈
が
施
さ
れ
て
お
り
、
切
8
爵
Φ
「

揖
効
自
一
〇
ω
？
お
に
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
そ
の
注
釈
書
は
＝
一
否
…
に
及
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
原
文
に
あ
た
る
こ
と
が
か
な
わ
ぬ
以
上
、
こ
こ
で
は

件
の
『
シ
ャ
ル
ビ
・
ム
フ
タ
サ
ル
』
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
も
の
を
星
示
す
る
こ

と
で
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
選
択
の
指
標
と
し
た
の
は
先
に
も
触
れ

た
貝
門
〉
ω
P
ω
ム
山
所
収
の
図
書
目
録
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
一
六
世
紀
末
の
ブ

ハ
ラ
の
マ
ド
ラ
サ
の
蔵
書
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
が

作
成
さ
れ
た
一
七
世
紀
初
頭
の
法
学
文
献
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
、
こ
の
国
録

か
ら
あ
る
程
度
ま
で
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
目
録
に
記
載
さ
れ
る

噸
ム
フ
タ
サ
ル
』
へ
の
注
釈
書
は
つ
ぎ
の
三
点
で
あ
る
。
①
》
9
聖
心
鋳
践
旨

の
注
釈
書
（
一
六
琶
紀
初
頭
に
成
立
）
［
じ
づ
困
o
o
騨
飢
ヨ
繕
p
一
り
Q
。
工
学
Φ
＜
o
♂
押
や

G。

?
。
。
”
O
切
勺
目
．
♪
ρ
ま
ω
］
、
②
》
げ
O
串
．
≧
ぞ
帥
回
劇
声
調
軍
費
（
P
届
b
。
㎝
）
の
注
釈

書
［
じ
u
H
。
簿
飢
暴
弓
6
ω
？
お
く
。
｝
・
ザ
℃
．
G
。
謬
O
匂
づ
勺
酵
溌
8
■
P
自
l
P
】
、
③

ω
訂
筥
ω
巴
－
U
冒
ζ
目
窪
5
旨
巴
餌
一
・
頻
O
鑓
ω
薮
鼠
（
阜
窃
0
鼻
）
の
注
釈
書
［
b
ご
H
O
o
犀
缶
－

舞
慧
一
Φ
ω
甲
お
く
。
ド
一
も
．
ω
圃
。
。
一
〇
切
三
目
倉
8
■
N
恭
ム
。
ち
な
み
に
、
②
は

後
半
部
分
の
典
拠
で
あ
る
『
シ
ャ
ル
ヒ
・
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
・
ア
ル
・

ア
リ
ー
イ
』
に
比
定
し
得
る
。
と
な
れ
ば
、
同
一
文
書
内
で
別
個
に
『
シ
ャ
ル

ヒ
・
ム
フ
タ
サ
ル
㎞
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
文
献
は
、
②
以
外
の
両
者
の
う
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ち
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
称
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
　
「
ア
ル
・
イ
マ
ー
ム
」
は

　
⑲
残
念
な
が
ら
、
こ
の
文
献
を
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
丙
署
鋒
費
鼠
畠
老
鴬
磐
ヨ
践
p
一
－
ω
降
冨
島
（
畠
δ
。
。
O
）
に
比
定
で
き
る

　
⑳
『
ヒ
ダ
！
ヤ
』
の
該
当
個
所
で
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー
二
一
の
言
説
　

田
己
倒
巻
ワ
お
9
こ
U
目
。
。
訂
ぎ
飴
雪
巳
ω
甲
お
く
。
ピ
一
も
「
旨
α
回
。

　
　
を
支
持
す
る
こ
の
「
ア
ル
・
イ
マ
ー
ム
」
な
る
人
物
に
塗
擦
鋒
碧
鼠
詩
と
い
う
　

⑳
本
章
注
⑱
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
V
　
死
地
蘇
生
文
書
の
文
言
解
釈

　
本
章
で
は
、
第
三
章
で
述
べ
た
死
地
認
定
と
蘇
生
認
定
と
い
う
死
地
蘇
生
に
お
け
る
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
文
書
前
半
部
に

現
れ
る
各
文
言
を
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
の
観
点
か
ら
解
釈
し
て
ゆ
く
。

①
死
地
認
定

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
死
地
蘇
生
の
実
行
は
、
蘇
生
対
象
で
あ
る
土
地
が
死
地
で
あ
る
と
法
的
に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
『
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
「
死
地
蘇
生
の
章
」
冨
頭
に
お
い
て
著
者
マ
ル
ギ
ー
ナ
ー
二
i
が
呈
示
し
て
い
る
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー

派
の
死
地
認
定
条
件
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
著
者
い
わ
く
、
死
地
と
は
、
水
の
途
絶
や
浸
水
、
な
い
し
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
よ
う
な
耕
作
を
妨
げ
る
原
因
に
よ
り
用
益
を
得
ら
れ
な
い
土
地
の
こ
と
で

　
　
あ
る
。
死
地
と
い
う
名
称
は
用
益
の
不
在
に
よ
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
い
わ
く
、
死
地
の
範
晴
に
含
ま
れ
る
の
は
、
所
有
者
の
存
在
し
な
い

　
　
荒
蕪
地
、
な
い
し
は
イ
ス
ラ
ム
時
代
に
私
有
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
所
有
者
が
誰
な
の
か
確
定
で
き
な
い
よ
う
な
荒
蕪
地
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
匹
畠
巻
や
お
㎝
］

　
こ
こ
で
は
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
死
地
認
定
条
件
が
用
益
の
不
在
と
所
有
権
の
不
在
と
い
う
二
つ
の
要
素
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
土
地
は
用
益
の
類
を
失
っ
て
お
り
」
（
傍
線
部
②
）
、
「
所
有
者
も
存
在
し
な
い
」
（
傍
線
部
ω
）
、
と
い
う
二
つ
の
文
言
は
噛

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
節
で
は
死
地
認
定
に
関
係
す
る
各
文
言
に
解
釈
を
与
え
て
ゆ
く
。
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さ
て
、
先
に
引
用
し
た
『
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
の
一
節
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
水
の
途
絶
は
用
益
の
不
在
を
示
す
指
標
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
「
こ
の

土
地
は
水
を
絶
た
れ
て
お
り
」
（
傍
線
部
ω
）
と
い
う
く
だ
り
は
、
こ
の
指
標
を
念
頭
に
お
い
て
、
件
の
土
地
が
耕
地
と
し
て
の
用
益
を
欠
く
こ

と
を
宣
言
し
た
文
言
と
解
釈
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
件
の
土
地
が
耕
地
と
し
て
の
用
益
を
欠
く
と
い
う
だ
け
で
は
、
こ
の
土
地
に
お
け
る
用
益

の
不
在
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
用
益
の
不
在
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
問
題
の
土
地
が
耕
地
以
外
の
形
に
お
い
て
も
そ
れ
を
欠
く
も

の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
は
、
判
る
土
地
が
耕
地
以
外
の
形
で
用
益
を
提
供
す
る
と
い
う
場
合
、
周
辺
の
住
民
に
よ
る
そ
の
利
用
と
い
う
状
況
を
想
定

し
て
い
た
。
「
さ
ら
に
非
死
地
の
住
民
も
こ
の
土
地
を
利
用
し
て
こ
な
か
っ
た
」
（
傍
線
部
㈲
）
と
い
う
｝
節
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
文
言
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
非
死
地
付
近
に
位
置
す
る
土
地
は
、
無
条
件
に
死
地
認
定
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
学
説
が
生
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ア
ブ
i
・
ユ
ー
ス
フ
は
、
「
村
落
の
近
傍
に
位
置
す
る
土
地
の
場
合
、
こ
の
土
地
が
そ
の
住
民
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
自

明
の
事
柄
」
で
あ
る
と
し
て
、
死
地
認
定
に
あ
た
り
、
審
査
対
象
と
な
る
土
地
が
周
囲
の
非
死
地
か
ら
一
定
の
距
離
に
よ
り
隔
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、
認
定
の
指
標
と
し
て
採
用
し
た
［
繋
留
醤
や
お
⊆
・
］
。
さ
て
、
距
離
と
い
う
概
念
を
用
益
不
在
の
指
標
と
し
て
採
用
す
る
か
ら
に
は
、

そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
定
義
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ル
ギ
ー
ナ
ー
二
一
に
拠
れ
ば
、
「
そ
れ
は
非
死
地
の
端
に
人

間
が
立
っ
て
叫
ん
で
も
、
そ
の
声
が
届
か
な
い
程
度
」
の
距
離
で
あ
る
と
い
う
［
願
爵
巻
℃
』
ω
総
。
よ
っ
て
、
「
声
の
大
き
な
者
が
［
近
傍
の
］

非
死
地
の
端
か
ら
大
声
で
呼
ば
わ
っ
て
も
、
そ
の
声
が
こ
の
土
地
ま
で
届
か
な
い
ほ
ど
に
非
死
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
」
（
傍
線
部
㈹
）
と
い

う
文
言
は
、
傍
線
部
②
ω
㈲
の
そ
れ
と
岡
様
に
、
用
益
不
在
の
確
定
に
関
連
す
る
文
雷
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
し
て
、
傍
線
部
囲
～
㈲

の
一
連
の
文
言
は
、
件
の
土
地
に
お
け
る
用
益
の
不
在
を
宣
言
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

60 （224）

②
蘇
生
認
定

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

死
地
蘇
生
と
は
用
益
と
所
有
権
を
新
た
に
生
成
す
る
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
節
で
は
、
こ
の
両
者
の
生
成
に
関



一七世紀初頭ブハラの死地蘇生文書について（磯貝）

連
す
る
各
文
雷
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
『
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
に
は
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
が
蘇
生
行
為
と
し
て
認
定
す
る
五
つ
の
行
為
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
　
回
播
種
前
に
土
地
を
掘
り
起
こ
し
、
か
つ
、
土
地
を
灌
概
す
る
。

　
　
㈲
運
河
を
開
削
し
、
か
つ
、
土
地
を
灌
概
す
る
。

　
　
回
浸
水
を
避
け
る
た
め
に
土
地
の
周
囲
に
堤
を
め
ぐ
ら
す
。

　
　
㈲
浸
水
を
避
け
る
た
め
に
盛
り
土
を
す
る
。

　
　
回
土
地
に
播
種
を
行
な
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
凱
倒
騰
℃
罰
卜
。
。
①
為
］

「
こ
の
土
地
が
耕
作
に
適
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
土
地
の
た
め
に
運
河
を
開
削
し
、
水
を
も
た
ら
し
た
」
（
傍
線
部
ω
）
と
い
う
～
節

は
、
蘇
生
者
の
行
為
が
上
記
㈲
の
条
項
に
該
当
し
、
ゆ
え
に
蘇
生
行
為
と
し
て
認
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
臆
し
た
文
言
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
土
地
に
蘇
生
者
の
所
有
権
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
で
死
地
蘇
生
の
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
は
完
了
す
る
が
、
い
わ
ば
最
終
段
階
で
あ

る
所
有
権
設
定
の
際
に
問
題
と
な
る
の
が
世
俗
主
権
者
に
よ
る
蘇
生
許
可
の
有
無
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
規

程
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
［
死
地
認
定
に
つ
い
て
の
］
以
上
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
土
地
を
イ
マ
ー
ム
の
許
可
を
得
て
蘇
生
す
る
者
は
、
こ
れ
を
所
有
す
る
。
イ
マ
ー
ム
の
許
可
を

　
　
得
ず
し
て
蘇
生
し
た
場
合
、
ア
ブ
ー
・
ハ
ニ
ー
フ
ァ
の
説
で
は
蘇
生
者
は
土
地
を
所
有
せ
ず
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
と
ア
プ
ー
・
ユ
ー
ス
フ

　
　
両
者
の
説
で
は
蘇
生
者
は
こ
れ
を
所
有
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
齢
似
巻
や
鼻
ω
O
］

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
前
述
の
カ
リ
フ
位
の
高
み
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
の
許
可
を
得
て
」
（
傍
線
部
㈹
）
と
い
う
文
言
は
、
こ
の
規
程
を
念
頭

に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
…
…
よ
っ
て
、
前
述
の
土
地
は
、
前
述
の
至
高
の
低
み
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
の
蘇
生
に
よ
り
、
そ
の
私
有
財
産

と
な
っ
た
。
こ
の
行
為
は
有
効
に
し
て
合
法
、
か
っ
こ
の
行
為
が
有
効
と
な
る
た
め
の
諸
々
の
条
件
全
て
を
満
た
す
蘇
生
行
為
と
し
て
認
知
さ

61 （225）



れ
た
」
（
傍
線
部
㈹
）
と
い
う
く
だ
り
は
、
件
の
土
地
へ
の
所
有
権
の
設
定
を
も
っ
て
死
地
蘇
生
が
完
了
し
た
こ
と
を
宣
言
す
る
文
言
で
あ
る
。

①
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
に
お
け
る
「
イ
マ
ー
ム
扁
と
は
、
理
念
上
「
全

　
ム
ス
リ
ム
の
長
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
法
を
適
用
す
る
段
階
に

　
お
い
て
は
、
こ
の
語
は
「
世
俗
主
権
者
漏
と
読
み
替
え
ら
れ
た
。
法
学
者
が
ど
の

よ
う
な
か
た
ち
で
こ
の
読
み
替
え
を
理
論
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

署
鳥
？
。
。
膳
で
展
開
さ
れ
る
議
論
が
参
考
に
な
る
。

ω
郎
冨
犀
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W
　
選
択
肢
と
し
て
の
異
説
ー
フ
ァ
ト
ワ
i
文
書
典
拠
引
用
部
分
の
分
析
一

　
六
日
》
ω
N
ω
ム
占
茸
に
死
地
蘇
生
文
書
と
共
に
収
録
さ
れ
た
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
は
、
件
の
死
地
蘇
生
の
有
効
性
を
支
持
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
は
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
提
出
を
要
請
す
る
問
い
か
け
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
フ
ァ
ト

ワ
ー
本
体
、
そ
し
て
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
典
拠
引
用
と
い
う
、
三
つ
の
要
素
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
分
析
の
際
の
要

と
な
る
の
が
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
本
体
の
根
拠
を
呈
示
し
た
典
拠
引
用
部
分
で
あ
る
。

　
構
成
上
の
理
由
か
ら
第
五
章
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
実
は
死
地
認
定
の
た
め
の
二
つ
の
条
件
の
う
ち
用
益
の
不
在
を
確
定
す
る
指
標
に
つ

い
て
は
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
内
部
に
異
な
る
二
種
類
の
学
説
が
存
在
し
て
い
た
。
本
章
で
は
、
件
の
フ
ァ
ト
ワ
i
文
書
典
拠
引
用
部
分
の
分
析
を

通
し
て
、
対
立
す
る
学
説
の
存
在
が
法
を
現
実
に
適
用
す
る
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
を
検
証
し
て
ゆ
く
。

　
第
五
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
法
学
に
お
い
て
用
益
の
不
在
が
確
定
す
る
た
め
に
は
、
問
題
の
土
地
が
耕
地
と
し
て
用
益
を
提

供
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
住
民
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
指
標
と
し
て
距

離
と
い
う
概
念
を
採
用
し
た
の
が
ア
ブ
ー
・
ユ
ー
ス
フ
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
が
、
一
方
で
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
は
、

周
辺
の
住
民
が
実
際
に
問
題
の
土
地
を
利
用
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
、
い
わ
ば
実
態
を
指
標
と
し
て
採
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た

［
田
餅
饗
口
．
お
巴
。
マ
ル
ギ
ー
ナ
ー
ニ
ー
の
記
述
か
ら
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
学
説
の
う
ち
い
ず
れ
を
採
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー

派
内
部
で
も
見
解
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
［
田
鼓
舞
唱
』
ω
o
］
。
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さ
て
、
件
の
典
拠
引
用
部
分
は
確
定
不
能
の
『
シ
ャ
ル
ヒ
・
ム
フ
タ
サ
ル
』
を
引
く
前
半
部
と
、
バ
ル
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
『
ム
フ
タ
サ
ル
』

へ
の
注
釈
を
引
く
後
半
部
に
分
か
た
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
半
部
に
は
、
死
地
蘇
生
文
書
本
文
に
お
け
る
の
と
同
様
に
、
距
離
を
指
標
と
す

る
ア
ブ
ー
・
ユ
ー
ス
フ
の
学
説
に
基
い
た
文
言
が
登
場
す
る
。
と
こ
ろ
が
後
半
部
で
は
、
実
態
を
指
標
と
す
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
！

二
一
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
支
持
し
た
画
一
ハ
ル
ザ
ー
ダ
の
意
見
ま
で
が
併
記
さ
れ
、
あ
た
か
も
こ
れ
こ
そ
が
ハ
ナ
フ

ィ
ー
派
の
統
一
兇
解
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
読
む
者
に
与
え
て
い
る
。
こ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
対
比
は
何
を
意
無
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
疑
問
を
解
く
鍵
は
、
死
地
蘇
生
文
書
本
文
一
三
～
二
〇
行
目
に
見
え
る
、
土
地
の
境
界
設
定
を
記
し
た
箇
所
に
あ
る
。
件
の
土
地
は
西

の
境
界
の
一
部
と
北
の
境
界
で
は
死
地
に
接
し
て
お
り
、
さ
ら
に
東
西
両
境
界
の
一
部
で
国
有
地
に
隣
接
す
る
。
こ
の
う
ち
、
死
地
が
不
毛
の

土
地
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ま
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
一
方
の
国
有
地
は
、
納
税
能
力
を
失
っ
た
本
来
の
所
有
者
に
よ
っ
て
放
棄
さ

れ
た
土
地
で
あ
る
。
所
有
者
が
納
税
能
力
を
喪
失
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
一
概
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

件
の
国
有
地
の
周
囲
に
死
地
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
一
帯
の
土
地
が
そ
も
そ
も
生
産
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た

か
、
或
い
は
な
ん
ら
か
の
理
由
で
生
産
性
が
極
端
に
低
下
し
た
た
め
に
、
経
営
困
難
に
陥
っ
た
所
有
者
が
こ
れ
を
放
棄
し
た
と
み
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
当
時
こ
の
一
帯
を
占
め
て
い
た
の
は
概
し
て
生
産
性
の
低
い
土
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
件
の
蘇
生
対
象
地
も
実
際
に
用
益

を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
問
題
は
こ
の
土
地
の
凋
囲
に
国
有
地
と
ワ
ク
フ
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に

こ
そ
あ
る
。
ワ
ク
フ
地
は
、
ワ
ク
フ
対
象
物
件
を
維
持
す
る
目
的
で
私
有
地
か
ら
転
化
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
そ
こ
に
用
益
が
存
在
す
る
こ
と

は
い
わ
ば
自
明
の
事
柄
に
属
す
る
。
一
方
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
国
有
地
は
原
則
と
し
て
世
俗
主
権
者
た
る
君
主
が
小
作
に
出
す
べ
き
土
地
で

あ
る
。
死
地
蘇
生
文
書
本
文
に
拠
れ
ば
、
問
題
の
土
地
と
境
を
接
す
る
国
有
地
に
は
占
有
者
が
存
在
し
て
い
る
が
賃
円
》
旨
ω
占
占
盆
F
ド
令
い
”

日
ゆ
］
、
こ
の
事
実
は
こ
れ
ら
の
土
地
が
現
実
に
小
作
契
約
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
用
益
の
存
在
を
前
提
と
す
る
小
作

契
約
が
成
立
し
得
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
用
益
が
存
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
用
益
不
在
の
指
標
と
し
て
非
死
地
と
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の
間
の
距
離
を
採
用
し
た
ア
ブ
ー
・
ユ
ー
ス
フ
の
学
説
に
従
う
場
合
、
こ
れ
ら
国
有
地
と
ワ
ク
フ
地
に
隣
接
す
る
件
の
土
地
は
死
地
と
し
て
認

定
さ
れ
な
い
可
能
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
実
態
を
指
標
と
し
て
採
用
す
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
の
学
説
に
従
っ
た
場
合
、

件
の
土
地
が
周
辺
の
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
司
法
当
局
者
が
判
断
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
形
式
上
は
用
益
不
在
と
い
う
条
件
が
満
た
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
典
拠
引
用
部
分
の
構
成
を
改
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。
確
定
不
能
の
『
シ
ャ
ル
ヒ
・
ム
フ
タ
サ
ル
』
を
引
く
前

半
部
は
、
死
地
認
定
と
蘇
生
認
定
に
か
か
わ
る
一
般
的
な
規
程
を
列
挙
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ル
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
『
ム
フ
タ

サ
ル
』
へ
の
注
釈
を
引
く
後
半
部
で
は
、
死
地
認
定
条
件
の
構
成
要
素
で
あ
る
用
益
の
不
在
を
確
定
す
る
指
標
の
み
が
専
ら
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
。
要
す
る
に
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
提
出
し
た
二
名
の
ム
フ
テ
ィ
ー
は
、
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ビ
i
・
ア
タ
リ
ク
に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
死
地
蘇
生
の
有

効
性
を
支
持
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
死
地
蘇
生
に
か
か
わ
る
諸
々
の
規
程
を
包
括
的
に
記
載
し
た
『
シ
ャ
ル
ヒ
・
ム
フ
タ
サ
ル
』
の
一
節
を

典
拠
と
し
て
引
用
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
ア
ブ
ー
・
ユ
ー
ス
フ
の
学
説
に
基
づ
く
規
程
を
厳
密
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
件
の
土

地
は
死
地
認
定
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
両
名
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー

ニ
ー
の
対
立
す
る
学
説
と
こ
れ
を
支
持
し
た
先
学
の
見
解
を
、
バ
ル
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
著
作
か
ら
二
つ
目
の
典
拠
と
し
て
引
用
し
た
わ
け
で
あ

る
。
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
内
部
に
お
け
る
対
立
す
る
学
説
の
存
在
は
、
法
が
現
実
に
適
用
さ
れ
る
場
に
お
い
て
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
ム
フ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
選
択
肢
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
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①
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
異
説
を
選
択
肢
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
法
学
で
は
、
ア
ブ
ー
・
ハ
ニ
ー
フ
ァ
、
ア
ブ
！
・
ユ
ー
ス
フ
、
ム

　
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー
二
一
の
三
者
の
う
ち
二
名
が
同
じ
意
見
を
提
出
し
、
残

　
る
一
人
が
異
説
を
唱
え
て
い
る
場
合
、
前
二
者
の
意
見
に
従
っ
て
フ
ァ
ト
ワ
ー
を

　
提
出
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
［
愛
宕
一
九
九
二
　
一
一
六
頁
］
。
こ
こ

　
で
問
題
と
し
た
用
益
不
在
の
指
標
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ア
ブ
i
・
ハ
ニ
ー
フ
ァ
は

こ
れ
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
お
ら
ず
、
残
る
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
立
す
る
意
見

を
提
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
後
代
の
法
学
者
の
問
で
も
い
ず
れ
の
学
説
を
同
派

の
統
一
見
解
と
す
べ
き
か
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
ず
れ
の
学
説
に
基

づ
い
て
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
提
出
す
る
か
は
事
実
上
ム
フ
テ
ィ
ー
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ

る
形
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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W
　
偶
人
事
業
と
し
て
の
死
地
蘇
生
ー
イ
ス
ラ
ム
法
と
制
度
の
形
態
1

　
こ
こ
ま
で
、
死
地
蘇
生
文
書
前
半
部
の
文
言
に
解
釈
を
施
し
、
つ
い
で
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
典
拠
引
用
部
分
の
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
、
最

後
に
、
本
章
で
は
死
地
蘇
生
文
書
後
半
部
を
占
め
る
説
話
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
さ
て
、
『
ヒ
ダ
ー
ヤ
』
「
死
地
蘇
生
の
章
」
［
曄
留
饗
℃
唱
誌
繊
ム
ホ
］
で
は
、
運
河
の
開
削
と
そ
の
結
果
生
じ
る
様
々
な
権
利
、
お
よ
び
開
削

さ
れ
た
運
河
の
維
持
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
宗
教
が
主
に
乾
燥
地
帯
を
舞
台

に
興
隆
し
、
発
展
し
た
事
実
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
体
系
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
法
が
死
地
蘇
生
と
い
う
行
為
を
扱
う
に
際
し
て
、
臆
面
の
た

め
の
運
河
の
開
削
と
そ
の
維
持
と
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
世
俗

主
権
者
が
支
配
領
域
内
の
住
民
を
徴
用
し
て
運
河
を
開
削
し
、
死
地
を
蘇
生
す
る
と
い
う
事
態
に
つ
き
、
そ
も
そ
も
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム

法
学
は
こ
れ
を
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
既
存
運
河
の
維
持
に
つ
い
て
は
世
俗
主
権
者
が
住
民
を
徴
用

し
て
こ
れ
を
凌
洪
す
る
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
場
合
凌
洪
の
対
象
と
な
る
の
は
私
有
対
象
と
な
ら
な
い
自
然
河
川
に
限
定

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
［
臣
翫
饗
℃
誌
島
］
。

　
要
す
る
に
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
は
死
地
蘇
生
と
い
う
行
為
を
個
人
の
そ
れ
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
事

実
は
死
地
蘇
生
文
書
自
体
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
自
ら
の
私
有
財
産
を
投
じ
て
こ
の
土
地
を
蘇
生
し
た
の
で
あ
る
」
（
傍
線
部
㈲
）

と
い
う
一
節
を
は
じ
め
、
傍
線
部
同
～
ω
の
各
文
雷
は
、
今
回
の
死
地
蘇
生
が
蘇
生
者
個
人
の
財
産
を
用
い
て
行
わ
れ
、
労
働
に
従
事
し
た

人
々
に
は
な
ん
ら
の
強
制
も
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
事
業
の
遂
行
に
際
し
て
は
資
金
・
労
働
力

い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
、
そ
の
調
達
の
た
め
に
い
か
な
る
権
力
も
行
使
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
を
額
面
通
り
に

受
け
取
る
な
ら
ば
、
こ
の
た
び
の
死
地
蘇
生
は
た
し
か
に
蘇
生
者
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
個
人
の
事
業
で
あ
っ
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
蘇
生
者
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
死
地
蘇
生
と
は
新
た
な
私
有
財
産
を
獲
得
す
る
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
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ら
、
こ
の
行
為
が
強
い
公
共
性
を
有
す
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
新
た
な
耕
地
の
出
現
は
当
該
地
域
に
お
け
る
食
料
供
給
の
安
定
化
を
促

進
し
、
一
方
で
、
課
税
可
能
な
土
地
の
生
成
は
世
俗
権
力
に
税
収
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
に
よ
り

死
地
蘇
生
が
個
人
事
業
と
し
て
規
定
さ
れ
た
結
果
、
本
来
強
い
公
共
性
を
有
す
る
は
ず
の
こ
の
行
為
は
、
世
俗
主
権
者
の
強
制
に
よ
り
実
行
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
る
公
的
事
業
と
し
て
の
形
態
を
と
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
改
め
て
死
地
蘇
生
文
書
後
半
部
に
記

さ
れ
る
説
話
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
件
の
死
地
蘇
生
文
書
は
残
念
な
が
ら
後
半
部
の
末
罷
を
欠
く
断
片
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
説
話
の
内
容
が
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
箇
所
を
現
存
す
る
部
分
よ
り
選
ぶ
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
、
岩
盤
か
ら
突
如
と
し
て
二
つ
の
泉
が
現
れ
る

シ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。
岩
盤
を
削
り
取
る
際
、
た
ま
た
ま
地
下
水
脈
を
掘
り
当
て
た
こ
と
膚
体
は
事
実
か
も
知
れ
な
い
し
、
こ
れ
を
虚
構
で
あ
る

と
判
断
す
る
根
拠
も
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
話
が
明
ら
か
に
『
コ
ー
ラ
ン
勧
に
収
め
ら
れ
る
ム
ー
サ
ー
の
奇
跡
謬
を
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

敷
き
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
に
彩
ら
れ
た
奇
跡
謬
と
い
う
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
聖
者
伝
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
こ
の
説
話
の

形
式
は
、
明
ら
か
に
特
定
の
個
人
を
賞
賛
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
文
書
後
半
部
の
説
話
は
、
蘇
生
者
パ
ー
ヤ
ン
ダ
・

ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
個
人
を
専
ら
称
揚
す
る
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
死
地
蘇
生
文
書
に
こ
う
し
た
説
話
が
わ
ざ
わ
ざ
付

け
足
さ
れ
た
理
由
も
自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
個
人
事
業
と
し
て
規
定
さ
れ
る
死
地
蘇
生
を
記
録
し
た
文
書
に
、
蘇
生
者
飼
人
を

専
ら
賞
賛
す
る
説
話
が
付
加
さ
れ
た
の
は
、
き
わ
め
て
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
筆
者
は
、
一
切
の
死
地
蘇
生
行
為
が
世
俗
権
力
と
ま
っ
た
く
無
縁
で
あ
っ
た
と

　
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
パ
…
ヤ
ン
ダ
・
ピ
ー
・
ア
タ
リ
ク
に
よ
り
遂
行

　
さ
れ
た
死
地
蘇
生
と
ワ
ク
フ
設
定
か
ら
な
る
…
達
の
事
業
を
記
録
し
た
二
巻
の
巻

　
物
に
は
、
世
俗
主
権
者
側
が
こ
の
事
業
に
荷
担
し
て
い
た
形
跡
も
看
取
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
筆
者
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
が
死
地
蘇
生
と
い
う
行
為
に

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
欄
入
事
業
と
し
て
の
形
態
を
付
与
し
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
前
近
代
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
死
地
蘇
生
と
同
様
、
教
育
も
公
共
性
の
強
い
事
業

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
教
育
の
場
で
あ
る
マ
ド
ラ
サ
は

ほ
ぼ
例
外
な
く
ワ
ク
フ
と
い
う
制
度
に
よ
り
維
持
さ
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
ハ
ナ

フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ム
法
学
は
ワ
ク
フ
財
睦
に
転
化
し
得
る
財
塵
と
し
て
私
有
財
麗

以
外
の
も
の
を
認
め
て
い
な
い
口
0
7
雪
ω
Φ
p
一
⑩
o
。
Q
。
竈
9
一
ゲ
軸
］
。
こ
の
た
め
マ



ド
ラ
サ
は
ひ
と
り
、
な
い
し
複
数
の
個
人
の
私
有
財
産
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
維
持

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
前
近
代
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
う
ち
、
少
な
く

と
も
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
が
気
勢
で
あ
っ
た
地
域
で
は
、
教
育
は
形
式
上
欄
入
の
事
業

と
し
て
遂
行
・
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
マ
ド
ラ
サ
は
世
俗
主
権
者
で
あ
る
支
配
王
朝
の
君

主
や
王
朝
の
成
員
、
な
い
し
は
世
俗
権
力
に
よ
り
地
位
を
保
証
さ
れ
た
宮
僚
・
軍

入
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

現
実
に
は
資
金
・
労
働
力
を
調
達
す
る
た
め
に
な
ん
ら
か
の
権
力
が
行
使
さ
れ
た

　
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ム
法
が
ワ
ク
フ
設
定
を
個
人
事

　
業
と
し
て
規
定
し
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
行
為
は
た
と
え
実
質
的
に
は
公
的
事

　
業
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
形
式
の
う
え
で
は
あ
く
ま
で
個
入
の
行
為
と

　
し
て
の
体
裁
を
整
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

②
こ
の
説
話
は
『
コ
ー
ラ
ン
』
虫
爾
所
に
現
れ
、
い
ず
れ
も
ム
…
サ
ー
が
神
に

　
命
じ
ら
れ
る
ま
ま
に
杖
で
岩
を
打
っ
た
と
こ
ろ
、
岩
か
ら
一
二
の
泉
が
涌
き
轟
し

　
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
［
『
コ
ー
ラ
ン
』
第
一
　
章
第
六
〇
節
、
第
七
章
第
一
六
〇

　
節
］
。

隠
　
お
わ
り
　
に
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死
地
蘇
生
文
書
と
い
う
史
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
手
掛
り
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
法
の
現
実
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
き
考
察
を
す
す
め
て
き

た
。
死
地
蘇
生
文
書
に
記
さ
れ
る
一
々
の
文
書
が
イ
ス
ラ
ム
法
の
規
定
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
現
実
の
生
活
に
お
い
て

イ
ス
ラ
ム
法
が
法
規
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
典
拠
引
用
部
分
の
分
析
を
通
し

て
確
認
さ
れ
た
、
選
択
肢
と
し
て
の
異
説
の
存
在
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
が
内
包
す
る
柔
軟
性
、
或
い
は
寛
容
性
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
本
来
公
共
性
の
強
い
死
地
蘇
生
と
い
う
行
為
に
、
イ
ス
ラ
ム
法
が
個
人
事
業
と
し
て
の
性
格
を
付
与
し
て
い
た
事
実
か
ら
は
、
現
実
の

制
度
の
形
態
を
規
定
す
る
存
在
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
法
の
一
面
が
看
取
さ
れ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
法
は
外
枠
と
し
て
現
実
の
在
り
方

を
規
定
し
つ
つ
、
そ
の
内
側
に
寛
容
な
側
面
を
併
せ
持
つ
こ
と
で
現
実
と
調
和
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
｛
方
、
古
文
書
学
の
観
点
か
ら
死
地
蘇
生
文
書
を
よ
り
厳
密
に
研
究
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
複
数
の
同
種
の
文
書
と
の
比
較
検
討
が
不
可
欠

な
作
業
と
な
る
。
今
後
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
か
ぎ
ら
ず
、
幅
広
い
時
代
と
地
域
か
ら
同
種
の
文
書
の
実
例
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

死
地
蘇
生
文
書
の
書
式
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
将
来
の
課
題
と
し
て
残
し
つ
つ
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に

し
た
い
。
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［
付
記
］
　
本
稿
は
、
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The　Church　in　Conflict　一　from　“The　Lives　of　the　Saints”

　　　　　　　　　　　　　　　　of　Medieval　Flanders

by

TODOROKI　Kotaro

　　With　the　gradual　disintegration　of　the　Carolingian　cornital　courts　in　11th　century

France，　the　traditional　judicial　structure　foimd　itseif　increasingly　open　to　extra－

judicial　elements．　Kow　did　the　clergy　respond　to　this　transformation　while　living

血　a　society　dominated　by　a　miitary　class　that　enjoye（玉afree　right　to　塊ht加9～

While　sometimes　sidmg　with　one　party　in　a　conflict　and　at　other　times　acting　as

mediators，　they　also　introduced　new　principles　of　salvation　into　the　settlement　of

confiicts；　a　trend　that　manifested　around　the　same　period．　“The　Miracles　of　Saint

Ursmer”　and　“The　Life　of　Saint　Arnulf’　are　among　the　best　sources　for

understanding　the　code　of　action　and　thought　held　by　the　clergy　invoived．　An

exarnination　of　both　sources　reveais　that　the　saints　challenged　not　only　private　war

but　all　secular　dispute　settlements　as　well．　lf　lay　settlement　was　based　on　the

p血ciple　of“saving縣e　and　■㎞b”一payment　of“compositio”being　the　most　typical

example　一　then　it　can　be　concluded　that　the　clergy　tried　to　replace　it　with　their

own　principle　of　“saving　the　eternal　soul”．

On　a　ih．rva’　al－mawat　Document　from　．the　Eatly　17th　Century　Bukhdra

by

IsoGAI　Ken’ichi

　　The　aim　of　this　article　is　to　introduce　a　type　of　historical　source　which　1　will　call

ih．ryd’　al－mawat　documents．　An　example　of　them　will　be　introduced　along　with　the

original　Persian　text　and　analyzed　in　the　context　of　lslamic　law．　This　type　of

document　must　have　been　composed　ak　over　the　lslarnic　world　since　all　four　Sunni

schools　of　lslarnic　law　recognize　ih．tya’　al－mawat　（“revivification　of　depleted　land”

mainiy　through　irrigation）．　Rowever，　at　least　in　the　case　of　Centrai　Asian

historians，　the　subject　has　not　been　researched　in　a　long　time．
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　　The　document　introduced　here　is　kept　at　the　CeRtral　National　Archives　of　the

Repubtic　of　Uzbekistan　一　number　一　¢．323，　on．1．　en．　xp．144　一　and　incorrectly

class逝ed　as　wa（吻α．　It　deals　with　the　reviv協caも圭on　of　depleted　land　in　the　Nasaf

dlstxict　that　was　accomplished　by　Payanda　Bi　Ataliq　Turkman　during　the　reign　of

Imatn　Quli　Kh2n．　Judging　from　circumstantial　evidence，　we　can　safely　assume

that　the　document　itself　is　a　copy　composed　at　Bukh2ra　not　long　after　completion

of　the　original　on　May　11，1614．　lts　contents　are　divided　into　three　sections：　1）

the　ih．ryd’　at－mawdt　document；　2）　a　description　of　events　during　the　construction　of

an　irrigation　canal　；　and　3）　a　fatwdi　docurnent　confirrning　the　validity　of　the　deed

described　in　section　1．

　　Having　analyzed　the　docurnent，　1　offer　the　foHowing　conclusions：　A）　as　can　be

seen　from　sections　1　and　3，　the　document　was　composed　strictly　in　accordance

with　the　rules　of　ih．pt’　al－mawdt　prescribed　by　lslamic　law；　B）　since　lslamic　law

defines　the　ih．rvd’　al－mawdt　as　a　private　enterprise，　section　2　may　be　interpreted　as

having　been　added　to　the　docurnent　in　order　to　praise　Payanda　BI　Ataliq　as　a

private　indlvidual　who　revivified　the　land．

Flogging　in　the　Early　Chos6n　Dynasty

by

YAGI　Takeshi

　　This　essay　examines　the　practical　form　of　fiogging　in　the　early　Chos6n　Dynasty．

Even　though　their　crimes　warranted　fiogging，　court　othcials　were　released　from

physical　punishment，　instead　paying　a　fine．　However，　if　the　crime　came　under

the　“private　crlme”　category，　they　were　punlshed　by　suspension　or　degradatioR　in

addition　to　the　fine．

　　On　the　other　hand，　the　“eight　kinds　of　nobies”　who　had　won　the　special　favor　of

the　king　were　usually　released　from　both　fiogging　and　fine　but　still　suffered

suspension　or　degradation　as　disciplinary　punishment．

　　In　this　essay，　1　wiil　exarnine　the　relationship　between　court　offcials　and　the　iaw

codes　through　an　analysis　of　criminal　and　disciphnary　punishment　of　those　othcials．
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